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平
成
17
年
度
は
、
雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
「
生
命

い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い

日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
に
あ
た
り
ま
す
。

3
月
7
日
か
ら
開
か
れ
た
平
成
17
年
雲
南
市
3
月
定
例
議
会
で
、
冒
頭
、
速
水
雄
一

市
長
は
次
の
と
お
り
所
信
表
明
し
ま
し
た
（
要
旨
）。

平
成
１７
年
度

施

政

方

針

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付

税
の
大
幅
な
削
減
な
ど
厳
し
い
財
政

状
況
下
に
あ
る
中
、
平
成
１７
年
度
は
、

よ
り
一
層
、
市
民
と
行
政
の
新
た
な

関
係
の
構
築
を
求
め
、
市
民
と
行
政

の
協
働
に
よ
る
地
域
経
営
の
改
革
と
、

そ
の
推
進
基
盤
で
あ
る
行
財
政
の
改

革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

雲
南
市
に
お
い
て
自
治
と
分
権
の

新
し
い
胎
動
を
力
強
い
も
の
と
し
て

い
く
た
め
、
平
成
１７
年
度
を
「
改
革

元
年
」
と
位
置
付
け
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
勇
気
を
持
っ
て
進
め
る

こ
と
を
断
固
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
進
め
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
市
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
、
同
じ
目
標
を
持
ち
、
課

題
を
そ
れ
ぞ
れ
が
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
目
標
と
な
る

指
針
を
、
平
成
17
年
度
か
ら
着
手
す

る
雲
南
市
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に

よ
り
、
市
民
の
皆
様
と
創
り
あ
げ
る

所
存
で
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
に
お
い
て
は
、

次
の
改
革
に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

●
緊
急
性
や
住
民
ニ
ー
ズ
、
費
用
対

効
果
、
計
画
熟
度
な
ど
総
合
的
な

判
断
に
よ
り
、
た
と
え
継
続
事
業

で
あ
っ
て
も
凍
結
を
含
め
た
事
業

の
総
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
近
年
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に

伴
う
行
政
組
織
の
肥
大
化
に
あ
っ

て
、
行
政
施
策
の
任
務
分
担
の
見

直
し
を
行
い
、
補
助
金
や
委
託
料

の
見
直
し
と
併
せ
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

●
固
定
資
産
税
率
の
統
一
に
向
け
た

調
整
や
税
等
の
徴
収
の
向
上
、
公

共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
な
ど
歳

入
確
保
や
受
益
者
負
担
の
適
正
化

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
に
合

わ
せ
、
新
産
業
創
出
に
よ
る
雇
用

機
会
と
税
財
源
の
確
保
対
策
を
進

め
ま
す
。

●
業
務
コ
ス
ト
の
比
較
に
よ
る
事
務

事
業
の
思
い
切
っ
た
外
部
委
託
、

本
庁
と
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

事
務
処
理
の
合
理
化
、
事
務
事
業

の
早
期
統
一
に
よ
る
事
務
処
理
単

純
化
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
、

フ
ラ
ッ
ト
制
の
推
進
な
ど
人
件
費

を
は
じ
め
物
件
費
等
の
経
常
経
費

の
削
減
を
進
め
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
の
推

進
機
関
、体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
情
報
公
開
の
徹
底

４
月
か
ら
６
月
に
か
け
市
政
懇
談

会
を
持
ち
、
平
成
17
年
度
予
算
を
踏

ま
え
た
事
業
の
実
施
計
画
や
財
政
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
６
月
か
ら
９
月
の
間
、
10

人
以
上
で
自
主
的
に
構
成
さ
れ
る
市

民
活
動
団
体
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
の

皆
様
の
ご
希
望
に
よ
り
、
個
別
に
懇

談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
や
場
を
通
じ
市
民
の
皆
様
へ
の

情
報
提
供
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

②
財
政
の
健
全
化

合
併
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
に
つ

い
て
は
、
事
務
所
分
散
や
旧
町
村
か

ら
の
類
似
施
設
が
多
種
に
わ
た
っ
て

お
り
、
事
務
事
業
の
統
廃
合
、
行
政

組
織
、
行
政
事
務
処
理
の
効
率
化
な

ど
の
経
費
削
減
効
果
が
ま
だ
実
態
と

し
て
表
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

加
え
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
は
、

今
後
も
継
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
17
年
度
は
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
を
す
す
め
る
た
め
、
庁

舎
内
に
お
い
て
「
行
財
政
改
革
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ

せ
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
策

定
と
併
せ
、
取
り
組
み
を
早
急
に
進

め
る
所
存
で
す
。

③
雲
南
市
民
の
総
力
の

結
集
に
よ
る
地
域
の
一
体
化

地
域
経
営
や
行
財
政
の
改
革
を
進
め

る
に
は
、
何
よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
総

力
の
結
集
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
民
一

人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の
為
、
そ
し
て

お
互
い
の
為
、
共
同
体
で
あ
る
雲
南
市

の
為
に
役
割
を
負
担
し
合
い
な
が
ら
改

革
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
力
の
総
結
集
を
何
卒
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

①
市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち

・
地
域
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

地
域
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、
総
合
セ
ン
タ
ー
と
一

体
に
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
意
見
、
提
言

な
ど
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
地
域
委

員
会
」
の
設
置
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て

地
域
自
主
組
織
、
ま
ち
づ
く
り
グ

ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体

を
「
市
民
活
動
団
体
」
と
位
置
付
け
、

市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
及
び
市
が

そ
れ
ぞ
れ
お
互
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、

補
完
し
あ
っ
て
社
会
貢
献
を
し
て
い

く
、
い
わ
ゆ
る
「
協
働
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
新
た
に
「
地
域
振
興
補
助
金
制
度
」

を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
快
適
生
活
の
た
め
の
機
能
と

自
然
あ
ふ
れ
る
生
活
空
間
が

共
生
す
る
ま
ち

・
雲
南
市
地
域
防
災
計
画
・

市
民
バ
ス
交
通
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

消
防
・
防
災
・
安
全
対
策
と
し
て

「
雲
南
市
地
域
防
災
計
画
」
の
策
定
に

着
手
し
、
防
災
体
制
の
充
実
に
努
め

る
ほ
か
、
市
民
バ
ス
の
地
域
間
格
差

の
調
整
や
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
ご
要
望
を
含
め
、
市
民

バ
ス
に
関
す
る
包
括
的
な
検
討
を
行

い
、「
市
民
バ
ス
交
通
計
画
」
を
策
定

す
る
考
え
で
す
。

・
情
報
政
策
・
公
聴
政
策
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
統
一
番
組
放
送
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
け
る
各
部
署
か
ら
の
情
報

の
発
信
を
行
う
ほ
か
、
併
せ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
市
民
の
皆

様
が
自
宅
か
ら
電
子
申
請
・
届
出
等

が
で
き
る
よ
う
漸
次
体
制
を
整
る
考

え
で
す
。

ま
た
、
市
政
懇
談
会
や
地
域
委
員

会
と
の
連
携
に
加
え
、
市
の
重
要
な

施
策
や
条
例
等
の
策
定
を
行
う
際
に
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
導
入

し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
尾
原
ダ
ム
・
中
国
横
断
自
動
車
道

尾
道
松
江
線
建
設
事
業
に
つ
い
て

尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
ダ
ム
本
体
工
事
に
向
け
た
工

事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
17
年
度
末
に
は
ダ
ム
本
体
の
１

期
工
事
が
発
注
さ
れ
る
見
通
し
で
あ

り
、
工
事
に
伴
う
安
全
対
策
等
に
万

全
を
期
す
よ
う
関
係
機
関
と
十
分
に

連
携
を
と
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
整

備
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画

に
基
づ
く
公
認
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
の
整

備
の
た
め
の
準
備
や
地
元
、
関
係
機

関
で
組
織
す
る
地
域
活
性
化
に
向
け

た
協
議
会
の
設
立
な
ど
推
進
体
制
の

整
備
に
着
手
し
ま
す
。

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年
度
、

日
本
道
路
公
団
、
島
根
県
高
規
格
道

路
事
務
所
に
お
い
て
、
三
刀
屋
木
次

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら

吉
田
掛
合
Ｉ
Ｃ
間
の
用
地
買
収
に
着

手
し
、
契
約
締
結
後
本
体
工
事
が
発

注
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
吉
田
掛
合
Ｉ
Ｃ
か
ら
県
境

間
は
、
設
計
協
議
調
印
式
を
終
え
、

平
成
17
年
度
に
は
用
地
測
量
調
査
が

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係

者
の
皆
様
の
今
後
一
層
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
か
、
平
成
17

年
度
は
、
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
の
経
過

措
置
分
と
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
の
継
続
事
業
を
中
心
に
、
ま
た
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
と
し
て
「
Ｊ
Ｒ

出
雲
大
東
駅
周
辺
整
備
事
業
」
を
実

施
し
ま
す
。

③
誰
も
が
健
や
か
に

安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち

・
保
健
・
医
療
・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
身
体
能

力
の
維
持
を
テ
ー
マ
に
研
究
、
啓
発

を
行
う
「
身
体
教
育
医
学
研
究
機
関
」

の
平
成
18
年
度
の
開
設
に
向
け
、
調

査
、
検
討
な
ど
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
の
設
立
に
よ
り
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
を
促
進
し
て
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
「
雲
南
市
老
人
ク
ラ

ブ
」
へ
は
、
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
予

防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
が
図

ら
れ
、
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
る

見
込
み
で
す
が
、
適
切
な
在
宅
サ
ー

ビ
ス
が
円
滑
に
提
供
で
き
る
体
制
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
体

系
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
一
層
の
介
護
者
の

サ
ポ
ー
ト
を
進
め
ま
す
。

・
障
害
者
・
児
童
福
祉
に
つ
い
て

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
確
実
に
提
供
さ

れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
情
報
提
供

や
相
談
活
動
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
児
童
福
祉
に
お
い
て
は

「
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
組
み
や
相
談
体
制
の
充

実
を
進
め
、
さ
ら
に
は
、
児
童
虐
待

防
止
を
目
的
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
置
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

な
お
、
国
の
構
造
改
革
特
区
の
指

定
を
受
け
、
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
幼
保
一
体
化
施
設
で
あ
る
加
茂

幼
児
園
が
完
成
す
る
こ
と
に
伴
い
、

就
学
前
の
乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
対

策
と
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
出

来
る
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

3
つ
の
基
本
方
針

5
つ
の
基
本
施
策

平成17年度　施政方針

生
命

い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く

新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

速水雄一市長広域路線バス



み な さ ん の ご 意 見 を 市 政 に 反 映 す る  

　市では「市民が主役の自治のまち」をめざし、住民と行政の協働によるまちづくりを進めていきます。その中で、市民の

みなさんから幅広く多様な意見をいただき、市政に反映していくパブリック・コメント制度を平成17年度から導入します。 

　この制度は、政策・計画・条例などの策定課程における公正性の確保と透明性の向上を図るとともに、みなさんの市政

への参画を推進することを目的としています。 

①総合計画等市の基本的な政策を定める計画、個別行政分野において広く市

民生活に影響を与える施策の基本的事項を定める計画の策定又は変更。 

②市の基本的な制度や方針を定める条例の制定又は改廃。 

③市民等に義務を課し、又は権利を制限する条例（金銭徴収に関する条項を除

く。）の制定又は改廃。 

④市民の公共の用に供する重要な施設に係る基本計画の策定又は変更。 

⑤前各号に掲げるもののほか、制定又は改廃しようとする制度等の趣旨、市民

等への影響を勘案して、パブリック・コメント手続きを実施することが適当で

あると実施機関が判断したもの。 

パブリック・コメント制度の対象には次のものがあります 

市の基本的な政策や条例等の策定過程において、案の段階でその趣旨、内容を広く公表し、市民等からその政策に対する意見・情報の提出を受け、その寄
せられた意見等に対する市の考え方を明らかにするとともに、提出された意見等を考慮して実施機関としての意思決定を行う一連の手続きをいう。 

パブリック・コメント制度 

パブリック・コメント制度の流れ 

政策等の原案の策定 

○案 
○趣旨・目的・背景 
○実施機関の考え方、論点 
○関連資料 

書面提出・郵便・電子メール・ＦＡＸ 
その他実施機関が適当と認める方法 
※住所・氏名・連絡先を明記 

原案の公表 

○提出された意見の概要 
○意見に対する実施機関の考え方 
○案を修正したときは修正内容 

結果の公表 
議会提案・議決 

政策等の実施・執行 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
き 

政策等の意思決定 

意見受付 

○市報「うんなん」、ホームページへの掲載 
○雲南夢ネットへの掲載 
○本庁及びセンター担当課での閲覧 
○その他実施機関が必要と認める方法 

公表方法 

○意見を取り入れる場合→意見に基づき案を修正 
○意見を取り入れない場合→市の考え方、取り入れなかった理由を説明 

提出された意見を考慮 

※条例など議会にかける案件の場合 

1ヵ月以上 

パブリック・コメント制度がスタートします 
［問い合わせ先］雲南市政策企画部情報政策課　  0854ー40ー1015
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④
ふ
る
さ
と
を
愛
し
豊
か
な
心
を

育
む
教
育
と
文
化
の
ま
ち

・
学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
は
も
と
よ
り
、
家
庭
や

地
域
に
お
け
る
教
育
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
進
む
べ
き
方

向
や
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
施
策
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
「
雲
南
市
教

育
基
本
計
画
」
策
定
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

併
せ
て
不
登
校
に
対
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
「
不
登
校
対
策
の
実
施
計
画
」

も
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
に
お
け
る
国
際
理

解
教
育
の
一
環
と
し
て
外
国
語
教
育

を
学
校
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
実

施
し
、
英
会
話
等
に
触
れ
る
機
会
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

雲
南
市
に
お
い
て
も
、
平
成
17
年
度

は
旧
６
町
村
内
か
ら
一
校
ず
つ
モ
デ

ル
校
を
指
定
し
て
英
語
教
育
を
実
施

し
、
平
成
18
年
度
か
ら
全
小
学
校
へ

拡
大
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
海
潮
幼
稚
園
施
設
を
移
転
新
築

す
る
ほ
か
、
掛
合
統
合
小
学
校
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
波
多
小
学
校
を

除
く
４
校
を
統
合
し
、
新
し
い
掛
合

小
学
校
を
平
成
20
年
度
開
校
の
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

・
生
涯
学
習
に
つ
い
て

永
井
隆
平
和
賞
事
業
は
、
引
き
続

き
市
を
挙
げ
て
開
催
し
、
永
井
隆
博

士
の
「
如
己
愛
人
」
の
精
神
と
「
平

和
を
」
の
願
い
を
、
21
世
紀
を
担
う

若
い
世
代
に
伝
え
、
人
類
普
遍
の
テ

ー
マ
に
取
り
組
む
機
会
と
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
次
代
の
研
究
者
を
目
指
す

若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
「
炎ほ

む
ら

塾じ
ゅ
く

・

風
土
記
専
門
講
座
」
を
開
設
し
、
歴

史
学
を
学
ぶ
場
を
提
供
す
る
ほ
か
、

加
茂
岩
倉
遺
跡
を
周
遊
す
る
園
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

・
人
権
教
育
に
つ
い
て

人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
へ
の
取

り
組
み
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
情
報

収
集
、
分
析
等
を
行
い
「
人
権
施
策

推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
策
定

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
雲
南
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
推
進
に

関
す
る
活
動
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
広
報
活
動
や
啓
発
活
動
を
実
施

す
る
と
と
も
に
「
雲
南
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

⑤
多
様
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
が
発
展
す
る
ま
ち

・
産
業
振
興
に
つ
い
て

雲
南
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設

立
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
を

対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
の
把
握
・
国
内

事
例
調
査
等
の
基
礎
調
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
に
お
い
て
は
、
組
織

形
態
の
検
討
、
企
業
支
援
活
動
や
販

路
開
拓
活
動
等
事
業
計
画
の
策
定
を

行
い
、
実
施
に
向
け
て
の
方
策
を
決

定
し
、
早
期
の
設
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
市
内
で
事

業
を
実
施
す
る
事
業
者
や
事
業
所
に

対
し
て
助
成
を
す
る
「
商
工
業
活
性

化
支
援
補
助
制
度
」
と
「
企
業
立
地
促

進
助
成
交
付
制
度
」
を
そ
れ
ぞ
れ
実

施
し
、
商
工
業
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
推

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
り

雲
南
市
全
域
が
過
疎
法
の
指
定
地
域

と
な
っ
た
た
め
、
現
行
の
集
落
に
加

え
加
茂
町
の
集
落
が
事
業
の
該
当
地

域
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
か
ら
新
制
度
と
な
り

ま
す
が
、
説
明
会
等
を
通
し
て
、
対

象
全
集
落
の
取
り
組
み
を
強
く
推
進

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
吉
田
町
上
山
地
内
に
50
頭

規
模
の
和
牛
繁
殖
基
地
を
建
設
し
、

併
せ
て
放
牧
場
も
整
備
し
ま
す
。
今

後
、
他
事
業
の
導
入
を
図
り
な
が
ら
、

規
模
拡
大
を
目
指
す
所
存
で
す
。

①
行
政
評
価
制
度
の
導
入
を
進
め
、

自
治
体
運
営
を
経
営
的
な
視
点
に

立
っ
て
効
率
的
で
効
果
的
な
自
治

体
経
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

②
行
財
政
機
能
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

雲
南
市
に
お
い
て
は
、
組
織
機
構

に
お
け
る
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
は
行
政

需
要
や
課
題
に
対
し
て
関
係
す
る

部
署
が
横
断
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、

課
題
解
決
ま
で
期
間
限
定
組
織
を

編
成
す
る
な
ど
柔
軟
な
組
織
編
制

を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
趣
旨
に
沿
い
組
織
の
点
検

を
行
い
、
ま
た
、
合
併
後
に
お
け

る
本
庁
と
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の
役

割
や
業
務
分
担
を
検
証
し
、
必
要

に
応
じ
組
織
体
制
の
再
編
成
を
行

い
ま
す
。

③
職
員
数
の
削
減
に
向
け
、
類
似
団

体
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
事
務

事
業
の
見
直
し
と
合
わ
せ
、
定
員

管
理
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
新
し
い
日
本
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
の
実
現
は
、
こ
こ
数
年

の
地
域
経
営
と
行
財
政
の
改
革
に
か

か
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
力
を
結

集
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
所

信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
平
成
17
年

の
施
政
方
針
と
し
ま
す
。

平
成
17
年
３
月
７
日

雲
南
市
長
　
速
水
　
雄
一

平成17年度　施政方針

行
財
政
改
革
に
つ
い
て



平
成
１７
年
度
予
算
に
つ
い
て 

　
雲
南
市
の
初
年
度
に
お
け
る
予
算
編
成
は
、市
民
と
行
政
が
市
民
活
動
を

促
進
し
、連
携
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、新
た
に
盛
り
込
ん
だ

特
徴
的
な
施
策
と
し
て
、地
域
委
員
会
の
設
置
や
地
域
振
興
補
助
金
、産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
事
業
、身
体
教
育
医
学
研
究
所
設
置
準
備
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

生
命
と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

雲
南
市 

予
算
概
要 

平成１７年度 

い
の
ち

い
の
ち 

い
の
ち 

285億1,000万円の主な使い道 

協働による自治へ 12，869万円 

（まちづくりやコミュニティ活動の活性化による住民自治の充実強化） 

地域振興補助金 

地域委員会費 

自治会運営費補助金 

自治会集会所建設費補助金 

7,000万円 

699万円 

2,186万円 

1,223万円 

定住環境の充実 345，296万円 

（生活基盤の整備と特色あるまちづくりの推進） 

市営バス運行事業費 

ＣＡＴＶ事業運営負担金 

道路整備事業（交付金・起債等）33路線 

まちづくり総合支援事業（大東・木次地区） 

出雲大東駅周辺整備事業 

まちづくり交付金事業（木次・吉田地区） 

17,384万円 

34,400万円 

129,034万円 

51,566万円 

23,400万円 

44,785万円 

安心生活の創造 206，112万円 

（いきいき健康長寿の推進と子育て支援の充実） 

雲南市シルバー人材センター補助金 

生活保護扶助費 

病院群輪番制病院運営事業補助金 

加茂幼児園運営事業 

児童扶養手当事業 

生きがい活動支援通所事業 

老人福祉施設管理事 

身体障害者施設訓練等支援費 

知的障害者施設訓練等支援事業 

健康診査事業 

850万円 

24,744万円 

3,300万円 

6,197万円 

7,985万円 

5,534万円 

15,736万円 

15,535万円 

41,669万円 

8,584万円 

人が輝く教育・文化 51，379万円 

（よりよい教育環境の創造と生涯学習活動の推進） 

掛合統合小学校建設事業 

海潮幼稚園建設事業 

生涯学習センター整備事業 

小規模市町村教育委員会広域化モデル事業 

加茂岩倉遺跡周辺整備事業 

3,450万円 

22,552万円 

7,582万円 

401万円 

7,547万円 

ふるさと産業の創造 129，028万円 

（自立型地域経済圏の確立に向けたふるさと産業の創造） 

畜産担い手育成総合整備事業 

草地林地一体的利用総合整備事業補助金 

中山間地域直接支払制度交付金 

産業振興センター事業 

森林整備地域活動支援交付金 

公社造林受託事業 

商工業活性化支援対策事業補助金・ 

商工業振興補助金 

小規模企業育成資金対策事業 

観光施設整備事業（海潮温泉、八重滝遊歩道）  

7,996万円 

8,276万円 

34,000万円 

2,625万円 

9,665万円 

13,114万円 

5,533万円 

 

7,650万円 

3,336万円 

まちづくり交付金事業による整備 

雲南市では市民向けの予算説明書（仮）を全戸に配布する 
予定にしています。 

国民健康 
保険事業 

平成17年度予算 前年度予算 会計の名称 

特別会計 

老人保健事業 

農業労働災害共済事業 

簡易水道事業 

生活排水処理事業 

幡屋財産区 

阿用財産区 

ゆとりの里事業 

土地区画整理事業 

ダム対策事業 

発電所事業 

清嵐荘事業 

369,030 

20,820 

598,150 

11,100 

122,550 

361,250 

93 

236 

4,920 

44,150 

3,647 

1,540 

3,100 

 

357,068 

26,375 

573,743 

5,600 

84,662 

390,912 

90 

70 

4,680 

53,180 

2,679 

2,680 

13,704

増減率 

3.4％ 

△21.1％ 

4.3％ 

98.2％ 

44.8％ 

△7.6％ 

3.3％ 

237.1％ 

5.1％ 

△17.0％ 

36.1％ 

△42.5％ 

△77.4％ 

事業勘定分 

直 診 勘 定 

（単位：万円） 
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私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
わ
り
合
い
の
深
い
の
が
一

般
会
計
で
す
。
平
成
17
年
度
雲
南
市
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
投
資
的
経
費
の
約
４
割

減
な
ど
に
よ
り
、
総
額
285
億
１，
０
０
０
万
円
、
前
年

度
旧
６
町
村
当
初
予
算
単
純
合
計
（
316
億
３，
０
０
０

万
円
）
と
比
較
し
、
9.9
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

収
支
不
足
分
23
億
３，
０
０
０
万
円
は
減
債
基
金
等
か

ら
の
繰
入
れ
で
補
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
（
市
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
た
ば
こ
税
・
入
湯
税
）
は
、

３
４
９，
９
８
９
万
円
。
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
や
国
、
県
か
ら
入
っ
て
く

る
補
助
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
２，
１
１
３，
８
３
４

万
円
と
な
り
、
前
年
比
（
旧
６
町
村
当
初
予
算
単
純

合
計
）
で
７
・
85
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、

地
方
交
付
税
（
市
町
村
の
税
収
入
格
差
を
調
整
す
る

た
め
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
交
付
金
）
は
、
同
じ
く
前

年
比
で
10
・
４
％
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
債
（
市
の

借
入
金
）
は
36
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
交
付
金
事
業
な
ど
の
継
続
事
業
に
加
え
、

地
域
振
興
補
助
金
事
業
、
海
潮
幼
稚
園
建
設
事
業
、

加
茂
岩
倉
遺
跡
史
跡
整
備
事
業
な
ど
を
新
規
事
業
と

し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
の
一
環
と
し
て
、
人
件
費
の

削
減
（
特
別
職
10
％
カ
ッ
ト
、
管
理
職
手
当
15
％
〜

８
％
を
８
％
〜
４
％
に
削
減
）、
普
通
建
設
事
業
の
圧

縮
（
対
前
年
△
38
・
１
％
）、
補
助
費
等
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
と
区
別
し
て
処
理
す
る
会
計
と
し
て
特

別
会
計
が
あ
り
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
事

業
な
ど
12
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
各
特
別
会
計

は
、
単
純
合
計
で
153
億
円
で
あ
り
、
旧
大
東
町
の
町

民
ケ
ー
ブ
ル
事
業
特
別
会
計
な
ど
業
務
が
一
部
事
務

組
合
へ
移
っ
た
も
の
も
あ
り
、
合
計
で
対
前
年
１
億

１，
０
０
０
万
円
（
0.7
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計

歳
　
　
入

歳
　
出

特
別
会
計
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３１４ 

４３２ 

４３１ 

５４ 

１８４ 

9

一畑電
鉄 

山陰本
線 

平田市 

宍道宍道IC宍道IC

吉田掛合吉田掛合IC（仮称仮称） 

高野高野IC（仮称仮称） 

吉田掛合IC（仮称） 

高野IC（仮称） 

斐川斐川IC（仮称仮称） 斐川IC（仮称） 

玉湯町 

宍　道　湖 

出雲市 

大東町 

宍道町 

斐川町 

三刀屋町 

高野町 

広島県 

吉田町 

掛合町 

飯南町 

加茂町 

木次町 

雲南市 雲南市 

1
2
.2
k
m

1
2
.5
k
m

1
2
.3
k
m

3
6
.4
k
m（
三
次
J
C
T
ま
で
）
 

三刀屋木次三刀屋木次IC三刀屋木次IC

宍道宍道JCTJCT宍道JCT

9 8

尾
道
松
江
線
は
、
平
成
元
年
に

三
次
〜
松
江
間
の
基
本
計
画
、
平

成
８
年
に
三
次
〜
三
刀
屋
間
の
整

備
計
画
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
９
年
に
は
吉
田

掛
合
〜
三
刀
屋
間
の
施
行
命
令
が

出
さ
れ
、
平
成
10
年
に
は
同
区
間

の
工
事
実
施
計
画
が
認
可
さ
れ
ま

し
た
。
更
に
同
年
、
口
和
〜
吉
田

掛
合
間
の
施
行
命
令
が
出
さ
れ
、

平
成
11
年
に
は
同
区
間
の
工
事
実

施
計
画
が
認
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
高
速
自
動
車
国
道
は

日
本
道
路
公
団
が
事
業
主
体
で
整

備
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
土
開
発

幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
に
お
い

て
、
尾
道
松
江
線
（
尾
道
〜
三
刀

屋
木
次
間
）
は
、
整
備
計
画
の
変

更
に
よ
り
平
成
16
年
１
月
に
、
新

直
轄
方
式
（
※
）
と
し
て
整
備
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、

建
設
に
係
る
用
地
説
明
会
を
木

次
、
三
刀
屋
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
終

了
し
て
お
り
、
平
成
16
年
度
末
に

は
各
地
区
で
地
権
者
会
が
設
立
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
平
成
17
年
度
中

に
は
、
土
地
所
有
者
と
の
協
議
が

進
め
ら
れ
、
用
地
取
得
後
工
事
着

手
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
工
事
用
道
路
の

着
手
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
も
併
せ

て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
路
線

の
測
量
・
調
査
・
設
計
な
ど
が
終

わ
り
、
平
成
17
年
２
月
25
日
に
国

土
交
通
省
、
日
本
道
路
公
団
、
島

根
県
、
雲
南
市
、
地
区
代
表
者
な

日
本
道
路
公
団
が
建
設
中
の

整
備
計
画
路
線
（
約
2
千
㎞
）

の
う
ち
、
採
算
性
の
低
い
路

線
・
区
間
を
対
象
に
、
国
と
都

道
府
県
が
3：

1
の
負
担
割
合

で
建
設
す
る
方
式
で
す
。
事
業

主
体
は
国
土
交
通
省
で
、
完
成

後
の
通
行
料
金
は
無
料
と
な
り

ま
す
。

※
新
直
轄
方
式
と
は

ど
関
係
者
が
出
席
し
、
吉
田
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
設
計
協
議
の
調

印
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
速
水
市
長
の
挨

拶
な
ど
に
続
き
、
関
係
者
が
設
計

協
議
書
の
確
認
と
調
印
を
行
い
ま

し
た
。

今
後
、
幅
杭
設
置
の
後
、
用
地

測
量
が
実
施
さ
れ
、
平
成
17
年
度

末
頃
に
は
用
地
説
明
会
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

三
次
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
三
刀
屋
木
次
Ｉ

Ｃ
間
の
総
事
業
費
は
約
２，
３
０
０

億
円
。
そ
の
内
広
島
県
境
〜
三
刀

屋
木
次
Ｉ
Ｃ
間
の
事
業
費
は
約

８
９
０
億
円
で
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。尾

道
松
江
線
の
開
通
は
、
西
瀬

戸
自
動
車
道
（
し
ま
な
み
海
道
）

を
経
由
し
、
四
国
を
結
ぶ
中
四
国

地
域
連
携
軸
の
形
成
基
盤
と
し

て
、
新
た
な
広
域
連
携
軸
が
形
成

さ
れ
る
ほ
か
、
陰
陽
間
の
交
流
や

産
業
、
経
済
、
医
療
、
教
育
活
動

な
ど
も
拡
大
さ
れ
、
地
域
振
興
・

活
性
化
な
ど
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

雲
南
市
と
し
て

も
、
全
線
の
早
期

完
成
に
向
け
、国
、

島
根
県
・
広
島
県

を
は
じ
め
沿
線
自

治
体
と
一
体
と
な

り
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
関
係
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

雲
　
南
　
市 

三次 

広島 

今治 

一般国道利用 
※時間算出2003～2004道路時刻表。尾道～雲南市間の高速道路は時速70kmで想定。 

高速国道利用 

1時間早い！ 

1時間２０分も早い！ 
楽だなぁ。 

1時間30分 

1時間 差3030分 差30分 

差1時間 

3時間 

2時間 

4時間 

2時間40分 差１時間20分 

▲尾道松江線広島県境～三刀屋木次IC間の新直轄区間指定を受け、平成
16年5月23日には、三刀屋町六

む

重
え

地内で杭打式が開催されました。

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
は
、
広

島
県
尾
道
市
と
松
江
市
を
結
ぶ
延
長
137
㎞
の

高
速
自
動
車
国
道
で
す
。

こ
の
区
間
の
宍
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
松
江
玉
造
Ｉ

Ｃ
間
は
、
山
陰
自
動
車
道
と
共
用
し
三
刀
屋

木
次
Ｉ
Ｃ
〜
宍
道
Ｉ
Ｃ
間
（
12.2
㎞
）
は
、
平

成
15
年
3
月
よ
り
供
用
開
始
し
て
お
り
、
現

在
、
三
刀
屋
木
次
Ｉ
Ｃ
以
南
（
広
島
県
境
ま

で
）
の
現
地
調
査
、
地
元
設
計
協
議
、
用
地

買
収
な
ど
建
設
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

中
国
横
断
自
動
車
道 

尾
道
松
江
線
建
設
事
業 

中
国
横
断
自
動
車
道 

尾
道
松
江
線
建
設
事
業 

雲
南
市
の
主
要
事
業
紹
介
　
そ
の
②

建
設
ま
で
の
経
緯

今
後
の
動
き

吉
田
掛
合
IC
〜
三
刀
屋

木
次
IC
間
の
進
捗
状
況

広
島
県
境
〜

吉
田
掛
合
IC
の
進
捗
状
況
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２
月
20
日
、
第
18
回
出
雲
神
話
と

神
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
古
代
鉄
歌
謡

館
（
大
東
町
）
で
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
観
客
は
神
楽
の
競
演

に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
出
演
し
た
の
は
、

市
内
で
出
雲
神
楽
の
伝
統
を

受
け
継
ぐ
社
中
７
団
体
と
地

元
の
海
潮
中
学
校
神
楽
ク
ラ

ブ
の
生
徒
13
人
。
神
楽
の
優

美
で
幽
玄
な
舞
い
を
堪
能
し

よ
う
と
会
場
は
立
ち
見
が
出

る
ほ
ど
大
入
満
員
と
な
り
ま

し
た
。

観
衆
の
ひ
と
り
は
「
ど
こ

と
な
く
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る

囃
子

は
や
し

や
、
発
祥
の
地
で
も
あ

り
、
な
じ
み
深
い
演
目
な
ど

理
事
長 

副
理
事
長 

常
務
理
事 

理
　
事 

石
田
　
　
進
（
木
次
町
） 

鶴
原
　
達
夫
（
大
東
町
） 

菅
田
　
貞
夫
（
木
次
町
） 

宇
都
宮
芳
治
（
木
次
町
） 

小
村
　
伸
治
（
木
次
町
） 

佐
々
木
國
夫
（
大
東
町
） 

白
築
　
庫
敏
（
掛
合
町
） 

周
藤
　
寛
洲
（
大
東
町
） 

田
部
　
光
子
（
木
次
町
） 

深
石
　
広
正
（
三
刀
屋
町
） 

深
田
　
徳
夫
（
加
茂
町
） 

古
瀬
　
　
明
（
三
刀
屋
町
） 

宮
崎
　
節
朗
（
三
刀
屋
町
） 

渡
部
　
伸
一
（
吉
田
町
） 

内
田
　
秋
隆
（
大
東
町
） 

高
尾
　
　
尚
（
三
刀
屋
町
） 

３
月
１
日
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

で
、
社
団
法
人
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
の
経
験
や
知
識
を
活
か
し
、
働

く
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
合
併
に
伴
い
統
合
・
社
団
法
人

化
す
る
こ
と
で
、
各
種
活
動
の
効
率

化
が
図
ら
れ
、
事
業
の
公
益
性
、
公

共
性
を
明
確
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
び
新
た
に
設
立
さ
れ
た
も
の

で
す
。

総
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
設
立
の
準

備
に
あ
た
っ
て
き
た
石
田
進
設
立
準

備
委
員
長
が
「
現
在
、
市
内
の
60
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
約
１
６，
６

０
０
人
で
、
こ
れ
は
全
人
口
の
約

36
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
材
セ
ン

タ
ー
の
理
念
で
あ
る
自
主
・
自
立
・

協
働
・
共
助
を
よ
り
一
層
す
す
め
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
に
は
、
木
次
町
新
市
に

あ
る
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
隣
接
し

て
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
高
齢
者
へ

の
就
業
機
会
を
組
織
的
に
提
供
す
る

拠
点
と
し
て
、
本
格
的
に
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
総
会
で
雲
南
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
が
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員

（
敬
称
略
・
50
音
順
、（

）内
は
出
身
）

多
く
の
魅
力
が
あ
る
郷
土
の
神
楽

を
ぜ
ひ
後
世
へ
伝
え
て
い
っ
て
欲

し
い
。
ま
た
来
年
も
訪
れ
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

UNNANSHI NEW
S

生
き
が
い
を
持
っ
て
働
く
社
会
参
加

社
会
参
加
で
活
力
活
力
の
あ
る
地
域
地
域
づ
く
り 
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
く
社
会
参
加
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り 

雲
南
市

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
設
立
さ
れ
ま
し
た 

雲
南
市

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
設
立
さ
れ
ま
し
た 

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た 

伝
統
文
化

伝
統
文
化
の
魅
力
魅
力
を
満
喫
満
喫 

伝
統
文
化
の
魅
力
を
満
喫 

出
雲
神
話

出
雲
神
話
と
神
楽
神
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム 

出
雲
神
話

出
雲
神
話
と
神
楽
神
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム 

出
雲
神
話
と
神
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム 

教
育
改
革

教
育
改
革
を
国
民
的
議
論

国
民
的
議
論
に 

教
育
改
革
を
国
民
的
議
論
に 

ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

開
催
開
催 

ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

開
催
開
催 

ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

開
催 

同
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
100
％
外
部
調
達
を
し

て
き
た
産
業
用
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
板
金
加
工
部

品
を
自
社
で
製
作
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

現
工
場
内
に
精
密
加
工
機
械
を
導
入
し
、
将
来

的
に
は
、
受
注
拡
大
に
も
つ
な
が
る
ほ
か
、
自

社
製
品
の
開
発
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

今
年
７
月
の
稼
動
開
始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

操
業
後
３
年
間
で
新
た
に
18
人
の
雇
用
増
を
見

込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
雇
用
創
出
・

定
住
推
進
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
月
18
日
、
加
茂
町
に
あ
る
㈱
明
和
（
園
山

泰
司
社
長
）
へ
の
「
立
地
計
画
認
定
書
」
の
交

付
と
、
㈱
明
和
、
雲
南
市
、
島
根
県
の
三
者
に

よ
る
「
工
場
等
の
立
地
に
関
す
る
覚
書
」
の
調

印
が
島
根
県
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
交
付
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
産
業
用
イ
ン

バ
ー
タ
ー
※

の
組
み
立
て
加
工
を
行
っ
て
い
る

同
社
が
生
産
設
備
の
増
設
を
計
画
。
島
根
県
企

業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
「
立
地
計
画
認
定

申
請
書
」
を
提
出
し
、
規
定
に
適
合
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

で
す
。

市
で
は
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員
を
は
じ
め
、

保
護
者
、
地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
意
見
交
換
、

給
食
の
時
間
を
利
用
し
た
生
徒
と
の
対
話
を
２

日
間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
つ
い
て
、
効
果
が
現
れ
出
し
て
き
て
い
る
中

で
の
見
直
し
は
、慌
た
だ
し
い
の
で
は
な
い
か
」、

「
も
っ
と
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
改
革
を
」、「
現

在
、
子
ど
も
の
学
力
が
二
極
化
し
て
き
て
い
る
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意

見
や
質
問
に
対

し
、
文
部
科
学

省
側
か
ら
は

「
以
前
の
知
識

詰
込
教
育
に
戻

る
わ
け
で
は
な

い
。
生
き
る
力

を
育
ん
で
い
く

と
い
う
基
本
方

針
は
変
え
な
い

が
、
そ
れ
に
向

か
う
た
め
の
手
段
や
方
法
を
根
本
か
ら
見
直
し

て
い
く
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た
市
民
の
み
な
さ

ん
と
対
話
す
る
機
会
を
随
時
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
出
さ
れ
た

主
な
意
見
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

２
月
16
・
17
日
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
部

科
学
省
と
共
催
に
よ
る
「
雲
南
市
ス
ク
ー
ル
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
教
育
関
係
者
や
地
域
住
民
が
実
際

に
教
育
現
場
の
取
り
組
み
を
見
る
こ
と
や
地
域

住
民
と
の
直
接
的
な
対
話
を
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
を
今
後
の
教
育
施
策
に
活
か
す
た
め
、
文
部

科
学
省
が
全
国
300
か
所
に
お
い
て
行
っ
た
も
の

「
島
根
県
企
業
立
地
促
進
条
例

島
根
県
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
立
地
計
画
認
定
書

く
立
地
計
画
認
定
書
」
の
交
付
交
付
と 

「
工
場
等

工
場
等
の
立
地
立
地
に
関
す
る
覚
書
覚
書
」へ
の
調
印
調
印 

「
島
根
県
企
業
立
地
促
進
条
例

島
根
県
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
立
地
計
画
認
定
書

く
立
地
計
画
認
定
書
」
の
交
付
交
付
と 

「
工
場
等

工
場
等
の
立
地
立
地
に
関
す
る
覚
書
覚
書
」へ
の
調
印
調
印 

「
島
根
県
企
業
立
地
促
進
条
例
に
基
づ
く
立
地
計
画
認
定
書
」
の
交
付
と 

「
工
場
等
の
立
地
に
関
す
る
覚
書
」へ
の
調
印 

※
「
イ
ン
バ
ー
タ
ー
」
と
は
？

イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
は
、
一
定
の
周
波
数
を
、
必
要
と
す
る
周
波
数
に
無
段
階
で
変
換
す
る
装
置
で
す
。

右から澄田信義県知事、㈱明和 園山徳道会長、㈱明和 園山泰司社長、影山喜文助役
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「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
」
と
は
、
古
代
出
雲
を
再

現
す
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
地
か
ら

「
新
し
い
日
本
の
理
想
と
す
る
自
治

体
」「
日
本
の
原
点
」
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
理
解
し
た
が
、
現
代
版
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
速
水
市
長
の
所
感

お
聞
き
し
た
い
。

ま
た
、
市
職
員
に
は
、
気
概
と
信

念
、
責
任
感
を
持
っ
て
仕
事
を
や
り

ぬ
く
気
風
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
、
市

民
と
協
働
の
手
を
し
っ
か
り
と
握
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
っ

て
欲
し
い
。

「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
」

に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
域
の

良
さ
を
育
み
、
活
か
し
、
そ
し
て
積
極

的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
の
原
点
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

市
職
員
が
市
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る

仕
事
を
す
る
こ
と
が
ま
ず
「
一
番
最
初

の
取
り
組
み
」で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

接
遇
の
向
上
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
に
か
な
っ
た
業
務
を
し

て
い
る
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

市
政
懇
談
会
の
開
催
は
今
後

ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
、

市
民
と
意
見
交
換
し
て
い
く
の
か
。

懇
談
会
に
つ
い
て
は
、
今
後

毎
年
4
月
か
ら
6
月
に
か

け
、
旧
町
村
で
開
催
さ
れ
て
き
た
箇

所
で
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
助
役
2
名
体
制
で
執
行

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
、

手
分
け
を
し
て
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

意
見
交
換
に
つ
い
て
は
、
一
番
良

い
の
は
車
座
に
な
っ
て
顔
と
顔
を
つ

き
合
わ
せ
て
情
報
交
換
す
る
の
が
良

い
と
思
っ
て
い
る
。
定
例
的
な
懇
談

会
だ
け
で
な
く
、「
ぜ
ひ
市
長
に
来
て

ほ
し
い
」
と
い
う
申
し
出
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
出
か
け
て
い
き
た
い
。

「
市
民
憲
章
」
の
策
定
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
市
民
が

参
加
し
、
で
き
る
だ
け
幅
広
く
、
し

か
も
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
、
行

政
と
住
民
の
協
働
に
よ
り
策
定
し

て
欲
し
い
。

「
市
民
憲
章
」
の
制
定
に
つ
い

て
は
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」
と
い
う
形
で
制
定
し
て
い
き
、
平

成
１７
年
度
か
ら
積
極
的
に
す
す
め
、

市
の
花
や
木
等
と
も
あ
わ
せ
て
、
で

き
る
だ
け
早
く
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

加
茂
町
に
は
地
域
の
意
見

集
約
や
自
主
的
な
活
動
を

す
る
組
織
が
な
く
、
そ
の
拠
点
と
な

る
施
設
が
な
い
。
そ
の
た
め
早
急
に

拠
点
施
設
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
。

地
域
拠
点
施
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
委
員
会
で
も
検
討

し
て
い
た
だ
き
、
公
共
施
設
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
利
活
用
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
、
設
置
の
方
向
で
計
画
し

て
い
き
た
い
。

情
報
公
開
に
つ
い
て
①
重

要
な
施
策
に
関
わ
る
会
議

の
議
事
要
旨
、
議
事
録
②
重
要
な
施

策
の
予
算
の
編
成
過
程
③
行
政
評
価

の
結
果
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

開
し
て
欲
し
い
。

情
報
公
開
に
つ
い
て
は
基
本

方
針
に
も
掲
げ
て
い
る
の

で
、
積
極
低
に
開
示
し
て
い
き
た
い
。

①
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
対
応
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
定
例
記
者
会
見

を
毎
月
開
い
て
当
面
の
課
題
等
を
公

表
し
て
い
く
ほ
か
、
補
完
的
に
広
報

紙
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
情
報
開
示
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

②
に
つ
い
て
は
財
政
運
営
が
軌
道
に

乗
っ
た
段
階
で
、
③
に
つ
い
て
は
、

職
員
等
で
検
討
す
る
組
織
を
設
け
、

可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

県
道
・
市
道
の
改
良
は
、
こ

れ
か
ら
も
実
施
さ
れ
る
の
か
。

県
も
市
も
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
で
す
が
、
必
要
な
こ

と
で
あ
る
た
め
、
県
の
方
へ
も
要
望

活
動
を
し
て
改
良
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
く
。
市
道
に
つ
い
て
は
継
続

事
業
を
早
く
仕
上
げ
て
、
次
の
段
階

に
移
り
た
い
。

合
併
後
の
雲
南
市
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

各
町
ご
と
に
緊
急
の
防
災
計

画
は
つ
く
っ
て
お
り
、
有
事
の

際
の
出
動
態
勢
も
確
立
し
て
い
る
。
本

格
的
な
市
の
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
１７
年
度
か
ら
防
災
会
議
を
設
置
し

て
策
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
の
で
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

医
療
・
介
護
そ
れ
ぞ
れ
に
予

防
し
て
い
け
ば
、
市
の
財
政

負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
予
防
医
療
や
保
健
等
の
分
野
で

の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
「
予
防
介
護
」
へ
の
取
り
組

み
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
広
域
連
合
と
協
力

し
な
が
ら
、
要
介
護
認
定
者
数
の
減

少
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
平
成
１７
年
度
に
「
身
体
教
育
医

学
研
究
所
」
の
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
研
究
所
を
平
成
１８
年
4
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、若
年
か
ら
高
齢
者
ま
で「
普
段
か

ら
健
康
に
気
を
つ
け
」
特
に
高
齢
者
に

は
「
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」「
介
護

を
必
要
と
し
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
こ

と
を
目
的
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

げ
て
い
き
、
教
科
や
生
徒
指
導
の
研

修
だ
け
で
な
く
、
雲
南
市
独
自
の
幅

広
く
、
社
会
性
の
あ
る
視
野
の
広
い

研
修
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

不
登
校
を
は
じ
め
と
す
る

「
特
別
な
教
育
の
支
援
の
あ

り
方
」
は
。合

併
以
前
か
ら
教
育
創
造
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
で
検
討
を
す

す
め
て
き
て
お
り
、
雲
南
市
の
美
し

い
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
も
っ
と
活
用

し
て
い
く
中
で
「
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
き
、
そ
の
中
で
不

登
校
に
関
す
る
対
応
も
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
山
村
留
学
等
々

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
今
後
検
討
し

て
い
く
。

雲
南
市
の
人
口
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
人
口
増
加

対
策
に
つ
い
て
は
。

人
口
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、

自
然
増
に
加
え
、
他
か
ら
の

流
入
人
口
を
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
人
口
増
に
向
け

た
国
の
施
策
に
沿
っ
た
取
り
組
み

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
加
え
て
地
域

独
自
で
福
祉
支
援
、
あ
る
い
は
学
校

で
の
魅
力
あ
る
学
校
教
育
や
社
会

教
育
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

学
力
低
下
の
問
題
も
含
め

て
、
こ
れ
か
ら
の
市
で
の
教

育
行
政
へ
の
対
応
は
。

学
力
低
下
に
つ
い
て
、
雲
南

市
が
ど
う
い
う
実
態
な
の
か

き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
主
要
5
教
科
以
外
の

授
業
で
も
人
間
と
し
て
本
当
に
大
切

な
も
の
を
教
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

今
後
、
学
習
指
導
要
領
や
授
業
時

間
等
に
見
直
し
が
か
か
っ
て
い
く
と

思
う
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
や

家
庭
で
の
教
育
が
大
事
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。

そ
の
た
め
、
教
職
員
の
視
野
を
広

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要

市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要 
市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要

市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要 
市
政
懇
談
会
に
お
け
る
意
見
・
質
問
の
概
要 

み
ん
な
で
つ
く
る
雲
南 

　
２
月
５
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、市
内
市
内
６
カ
所
に
お

い
て
雲
南
市
初

雲
南
市
初
の
市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会
が
開
催
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
懇
談
会

　
懇
談
会
は
、市
側
市
側
か
ら
現
況
現
況
の
市
政
報
告

市
政
報
告
の
ほ
か
、

新
し
く
取
り
組
ん
で
い
く
地
域
委
員
会

地
域
委
員
会
や
各
種
施
策

各
種
施
策

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
説
明
と
、そ
れ
を
受
け
、み
な
さ
ん
か

ら
幅
広
幅
広
い
ご
意
見
意
見
、ご
提
案
提
案
を
い
た
だ
く
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

　
懇
談
会

　
懇
談
会
に
は
、合
わ
せ
て
１,
０
２
３
人
の
み
な
さ
ん

の
参
加
参
加
が
あ
り
、各
会
場

各
会
場
で
は
、予
定
予
定
し
て
い
た
時
間
時
間

を
上
回
上
回
る
ほ
ど
、熱
心
な
議
論
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
は
、特
に
多
か
っ
た
意
見
意
見
や
質
問
質
問
へ
の
回
答
回
答

や
貴
重
貴
重
な
ご
提
言
提
言
に
つ
い
て
の
概
要
概
要
を
、市
の
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
施
策
施
策
ご
と
に
紹
介
紹
介
し
ま
す
。
 

　
な
お
、今
回
今
回
は
加
茂
加
茂
・
木
次
木
次
・
掛
合
会
場

掛
合
会
場
で
の
意
見
意
見
・

質
問
質
問
の
概
要
概
要
に
な
り
ま
す
。
 

　
２
月
５
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、市
内
６
カ
所
に
お

い
て
雲
南
市
初
の
市
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
懇
談
会
は
、市
側
か
ら
現
況
の
市
政
報
告
の
ほ
か
、

新
し
く
取
り
組
ん
で
い
く
地
域
委
員
会
や
各
種
施
策

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
と
、そ
れ
を
受
け
、み
な
さ
ん
か

ら
幅
広
い
ご
意
見
、ご
提
案
を
い
た
だ
く
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

　
懇
談
会
に
は
、合
わ
せ
て
１,
０
２
３
人
の
み
な
さ
ん

の
参
加
が
あ
り
、各
会
場
で
は
、予
定
し
て
い
た
時
間

を
上
回
る
ほ
ど
、熱
心
な
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
は
、特
に
多
か
っ
た
意
見
や
質
問
へ
の
回
答

や
貴
重
な
ご
提
言
に
つ
い
て
の
概
要
を
、市
の
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
施
策
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。
 

　
な
お
、今
回
は
加
茂
・
木
次
・
掛
合
会
場
で
の
意
見
・

質
問
の
概
要
に
な
り
ま
す
。
 

市市
民民
がが
主主
役役
のの

自自
治治
のの
まま
ちち

み ん な で つ く る 雲 南  

快快
適適
生生
活活
のの
たた
めめ
のの
機機
能能

とと
自自
然然
ああ
ふふ
れれ
るる
生生
活活
空空

間間
がが
共共
生生
すす
るる
まま
ちち

誰誰
もも
がが
健健
やや
かか
にに

安安
心心
しし
てて
暮暮
らら
すす
まま
ちち

ふふ
るる
ささ
とと
をを
愛愛
しし
豊豊
かか
なな

心心
をを
育育
むむ
教教
育育
とと
文文
化化
のの
まま
ちち

Ｑ

ＱＱ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

次
ペ
ー
ジ
へ
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■と　き　3月6日開催　■ところ　雲南市大東町民体育館
●シングルス
優　勝【男子Ａクラス】大坂浩二　【男子Ｂクラス】細木賢治

【40歳以上男子】森脇誠夫　【女子Ａクラス】奥田　江

【女子Ｂクラス】難波美穂　【小・中学生】新田祥基

【ラージボール卓球】来海和男
●団体戦
優　勝【男子の部】大東体協Ａ　　【女子の部】大東体協

■と き　2月27日開催 ■ところ　雲南市木次体育館

1位　松林智照・岡田久美子（6勝）

2位　三代敏弘・案田彰子　（4勝2敗）

3位　出雲孝悦・西川昌子　（3勝3敗）

■と き　3月6日開催 ■ところ　吉田勤労者体育センター
●シングルス
優　勝【一般男子の部】金澤真也　【一般女子の部】河角幸子

【小学生の部】川角大輝

●団体戦
優　勝　曽木自治会

準優勝　上山自治会

１部　伯馬　裕朗（大東Ａ）
山根　慎也（木次体協）
細田　洋人（大東Ａ）
佐藤　　好（木次体協）
荒木　公栄（大東Ａ）

【１部】旧郡内体協・高校　出場数6チーム
1位　大東Ａ

但馬裕朗、安田和広、細田洋人

安部洋一、荒木公栄

2位　大東高校Ａ

日野誠彦、妹尾隆弘、庄司敬哉

山本明正、藤原正昭

3位　加茂町

長谷川充宏、稲田太一、黒田英夫

佐藤匡哉、星野邦男

【2部】旧郡外市町村・高校・クラブなど 出場数22チーム
1位　ホシザキ電機Ｂ

石田　準、森山良夫、大畑 磐

高見　覚、福代亮太

2位　平田市withＴ・Ｏ

多久和政徳、金森裕二、大野哲宏

坂本直人、渡部　俊

3位　仁多町体協

加藤周三、田部勇二、足木嘉宏

小田川貴宏、石原　豊

第53回大原一周駅伝競走大会

木次町冬季インドアソフトテニス大会

第28回　吉田町自治会親善卓球大会第51回　大東町卓球大会

（敬称略）

■と　き　3月6日開催　■ところ　加茂町商工会館前発着

平
成
17
年
は
、

雲
南
市
に
と
っ

て
実
質
誕
生

元
年
で
す
。

そ
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
３
月
議
会
に
提

案
し
た
予
算
は
ま
こ
と
に
厳
し
い

編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
合

併
効
果
が
出
る
ま
で
に
は
、
な
お
時

間
が
か
か
り
、
地
財
シ
ョ
ッ
ク
や
三
位

一
体
改
革
の
影
響
が
、
大
き
く
の
し

か
か
っ
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
賽さ

い

は
投
げ
ら
れ
ま
し
た
。

雲
南
市
の
一
体
的
発
展
を
目
指
し
て
、

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
怒

涛
の
ご
と
く
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
昭
和
で
言
え
ば
80
年
。
戦

後
日
本
も
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
新
た
な
国
づ
く

り
地
域
づ
く
り
を
目
指
さ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
今

年
、
厳
し
い
厳
し
い
を
繰
り
返
す
ば
か

り
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
し

か
に
大
変
な
年
で
は
あ
り
ま
す
が
、
戦

後
日
本
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
昭
和

20
年
は
、
何
も
な
か
っ
た
。
厳
し
い
と

は
言
い
な
が
ら
も
今
は
、
な
ん
で
も
あ

り
ま
す
。

か
つ
て
の
辛
抱
に
く
ら
べ
れ
ば
な

ん
だ
坂
こ
ん
な
坂
、
こ
こ
は
し
た
た
か

に
乗
り
切
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
知
恵
と

工
夫
を
駆
使
し
、
総
力
戦
で
が
ん
ば
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

（
雲
南
市
長
　
速
水
雄
一
）

加茂町商工会館前を発着点に木次町・大東町を経由するコースで大原一周

駅伝競走大会（5区間・27.5km）が開催され、選手たちが健脚を競いました。

【区間賞】

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

■
市
役
所
の
各
部
署
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
分
か
り
に
く
い
の
で
総

合
案
内
窓
口
は
で
き
な
い
か
。

■
情
報
公
開
に
期
待
し
て
い
る
が
、

外
部
か
ら
の
情
報
収
集
が
ど
う

な
る
か
と
い
う
点
が
よ
く
分
か

ら
な
い
。
収
集
し
た
情
報
を
分

析
し
て
い
た
だ
き
、
市
と
し
て

の
意
思
決
定
に
結
び
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

■
ふ
る
さ
と
産
業
の
創
出
・
振
興

を
す
る
上
で
「
有
機
農
産
物
の

生
産
」「
担
い
手
の
育
成
」「
県

人
会
と
の
交
流
」
な
ど
を
実
施

し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

■
Ｉ
Ｐ
電
話
や
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
、将
来
に
向

け
た
夢
の
あ
る
施
策
を
持
っ
て

欲
し
い
。

■
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
合
、

１
か
所
だ
け
で
な
く
、
で
き
る

だ
け
各
町
持
ち
回
り
で
開
催
す

る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
雲
南
の
米
は
島
根
県
の
中
で
特

に
お
い
し
い
米
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
雲
南
米
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
っ
て

欲
し
い
。

■
総
合
セ
ン
タ
ー
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
図
書
館
な
ど
に

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

い
も
の
を
選
択
し
て
い
く
。

い
ず
れ
に
し
て
も
き
ち
ん
と
情
報

を
開
示
し
、
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
を
い

た
だ
く
中
で
、
オ
ー
プ
ン
な
形
で
の
行

財
政
運
営
を
す
す
め
て
い
く
。

島
根
県
で
も
人
件
費
の
削
減

を
実
施
す
る
と
言
う
こ
と
だ

が
、
市
で
の
人
件
費
に
つ
い
て
の
対

策
は
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
平
成

１７
年
度
か
ら
役
職
員
、
管
理

職
に
つ
い
て
か
な
り
削
減
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
頓
原
・
佐
田
間
バ
ス
の
存
続
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
継
続
し
て

れ
を
復
田
さ
せ
た
り
保
水
さ
せ
る
た

め
に
、
市
か
ら
援
助
す
る
と
い
う
計
画

は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
制
度
が
5
年
間
延
長
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
集
落
で
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三
位
一
体
改
革
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
財
政
状
況
が
厳
し
い

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で

の
事
業
の
実
施
は
ど
う
す
る
の
か
。

ま
た
、
島
根
県
の
17
年
度
予
算
は

戦
後
２
番
目
の
下
げ
幅
で
あ
る
と
い

う
が
、
雲
南
市
で
は
ど
う
な
る
の
か
。

三
位
一
体
改
革
に
よ
り
普
通

建
設
事
業
費
年
間
５０
億
円
と

い
う
見
込
み
が
３７
億
円
し
か
投
資
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
事
業
を
か
な
り
削
減
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
の
平
成
１７
年
度
予
算
は
実
質
40

億
円
あ
る
基
金
の
２０
億
円
を
取
り
崩

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
あ
る
。

今
後
１０
年
間
で
経
常
的
な
経
費
を

削
減
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
さ

ず
に
、
産
業
振
興
や
雇
用
の
場
を
確
保

し
て
い
き
、
本
当
に
必
要
な
も
の
、
そ

う
で
な
い
も
の
、
多
少
見
送
り
し
て
よ

「
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
は
非
常
に
期
待
し

て
い
る
。
大
学
や
研
究
機
関
と
の
タ

イ
ア
ッ
プ
や
市
内
の
人
材
の
活
用
も

考
え
て
ほ
し
い
。

「
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て
は
、
平
成
１７
年
度
に
１５

名
程
度
の
委
員
を
選
び
、
意
見
を
い
た

だ
き
、
市
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
形
の

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
た
ら

い
い
の
か
を
見
極
め
す
す
め
て
い
き

た
い
。

大
学
や
研
究
機
関
と
の
タ
イ
ア
ッ

プ
や
市
内
の
人
材
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

近
年
、
耕
作
放
棄
地
な
ど

も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
棚
田
の
維
持
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

行
か
れ
る
の
か
。

棚
田
の
役
割
は
大
変
重
要
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

み ん な で つ く る 雲 南  

多多
様様
なな
地地
域域
資資
源源
をを
活活
かか
しし

たた
産産
業業
がが
発発
展展
すす
るる
まま
ちち

そそ
のの
他他
意意
見見
とと
しし
てて

行行
財財
政政
対対
策策
にに
つつ
いい
てて

ＱＱ ＡＡ

Ｑ

Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ａ

まとめ

こ
の
他
に
も
懇
談
会
へ
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て

今
後
も
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
や
ご
提
言
を
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い

き
ま
す
。

前
ペ
ー
ジ
か
ら

２部　加藤　周三（仁多体協） （1区・5.5km）
森山　良夫（ホシザキＢ）（2区・3.7km）
大畑　　磐（ホシザキＢ）（3区・7.0km）
小田川貴宏（仁多体協） （4区・4.3km）
福代　亮太（ホシザキＢ）（5区・7.0km）
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Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
早
期
接
種
は
、

重
症
の
結
核
か
ら
子
供
を
救
い
ま
す
！

結
核
は
現
在
も
高
齢
者
の
患
者
が
増
え
て

お
り
、
決
し
て
昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
子
供
の
結
核
は
、
大
人
に
比
べ
る
と
髄

膜
炎
な
ど
重
症
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
生
命

に
も
か
か
わ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
乳
幼
児

の
重
症
の
結
核
に
対
し
て
最
も
予
防
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
特
に
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼

児
の
時
期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
早
期
に
接
種
す
る
こ

と
に
よ
り
、
結
核
の
発
病
と
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

結
核
予
防
法
が
平
成
17
年
4
月
1
日
よ
り

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

①
乳
児
に
は
感
染
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
た

め
に
現
在
行
っ
て
い
る
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

3

結
核
予
防
法
が
変
わ
り
ま
す

応
検
査
を
廃
止
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
直
接
接
種

を
実
施
す
る
こ
と

②
接
種
時
期
に
つ
い
て
も
現
在
は
4
歳
ま
で

の
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
結
核
の
感

染
と
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
生
後
6
ヶ
月

ま
で
に
接
種
す
る
こ
と

な
ど
が
改
正
点
で
す
。

そ
こ
で
、
雲
南
市
で
は
平
成
17
年
4
月
1
日

か
ら
次
の
方
法
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。

★
接
種
時
期

生
後
3
ヵ
月
か
ら
6
ヵ
月
未
満

（
但
し
、
合
併
後
の
地
域
事
情
か
ら
17
年

度
は
生
後
12
ヵ
月
未
満
と
し
ま
す
。
12
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
任
意
接
種
と
な
り
、
公
費

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）

★
接
種
方
法

公
立
雲
南
総
合
病
院
小
児
科
で
の
個
別
接
種

90
ヶ
月
（
7
歳
6
ヵ
月
）
未
満
の
お
子
さ

ん
に
は
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
説
明
や
予

診
票
を
3
月
に
個
人
宛
に
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
よ
く
読
ま
れ
た
う
え
で
早
め
に
接
種
さ

れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

アニー・リンさん 

雲南市のみなさん、加茂町の国際交流員のアニーで
す。まず、加茂町からのお知らせです。加茂町地域づ
くり委員会（愛称：Feel 21）のホームステイ事業に
より、2月22日から2月28日までの一週間、大阪大学
の8名の留学生に加茂町でホームステイを体験しても

らいました。ただ8名の留学生だと思いきや、日本の近隣である中国をはじめ、
タイ、ヨルダン、フランス、フィンランド、デンマーク、とオランダなどな
んと7カ国から来ている留学生でした。留学生はそれぞれの文化や言葉を抱え、
その期間中、加茂町はまるで世界村のようでした。
私はその一週間ずっと留学生と共に座禅や銅鐸づくりなど様々なイベントに参加したりして、自分の第二故郷とも言える加茂町の
すばらしさをより一層認識することができました。私たちはどこにいても、みなさんが暖かい笑顔で迎えてくださり、本当に感動し
ました。留学生は日常会話の日本語しかできないので、意思疎通がうまくいかないこともあったと思いますが、みなさんのお陰で留
学生に加茂でのホームステイ生活を楽しんでもらえました。
留学生は大阪のような大都会でなかなか体験できないことを、加茂で体験できてよかったと語りました。加茂でのホームステイの
体験を経て、留学生達が帰国しても、みなさんと築いた思い出はきっと心の底に残ることでしょう。

大変急な話で、申し訳ございませんが、私はやむを得ない事情により3月末で退職させていただくこととなりました。島根にいた1年半
は自分の成長にとって、貴重な経験であり、一生忘れられない思い出になります。初めの頃、私は真っ白な白紙のように何も分からなか
ったけれど、みなさんのお陰で、徐々にこちらでの生活に慣れてきて、仕事もこなせるようになりました。みなさんとお別れするのは本
当に寂しく思いますが、人生は別れを繰り返すものなので、みなさんといつかお会いできる日を楽しみにしております。短い間、大変お
世話になりました。また、いつかどこかでお会いしましょう。See You Again！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アニー

和真くん（三刀屋町給下） 
かず ま 

平成16年4月1日生まれ 
鍋じじ・ばば、本家じじ・ばば、僕１歳
になったよ。これからもよろしくね。 

星
野
尚
幸
さ
ん
・
佐
和
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

芽生ちゃん（三刀屋町給下） 
め い 

平成16年4月1日生まれ 
笑顔の素敵な芽生ちゃん。これからも元
気いっぱいに大きくなってね。 

藤
原
正
博
さ
ん
・
千
尋
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

朝陽くん（加茂町宇治） 
あさ ひ 

平成16年4月19日生まれ 
いつもニコニコ笑顔の朝陽くん。 
みんなの心をあたたかく照らし続けてね！ 

西
川
慎
二
さ
ん
・
弘
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

凜音ちゃん（大東町飯田） 
り ん  

平成16年4月5日生まれ 
我が家のアイドルおてんばりんちゃん。
笑顔で元気に育ってね！ 

堀
内
浩
史
さ
ん
・
佳
奈
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 
大地くん（三刀屋町下熊谷） 
だい ち 

平成16年4月4日生まれ 
いつもわんぱくの大ちゃん！お姉ちゃ
んと仲良く、元気に育ってね！！ 

岩
　
成
紀
さ
ん
・
慶
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

温人くん（加茂町宇治） 
はる と 

平成16年4月6日生まれ 
名前のように温かい人になってね！！ 

藤
井
修
治
さ
ん
・
香
織
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

佑仁くん（三刀屋町三刀屋） 
ゆう じ 

平成16年4月17日生まれ 
元気いっぱいにお兄ちゃんと遊ぶ佑仁。
これからも仲良くね。 

倉
内
伸
仁
さ
ん
・
絵
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

大翔くん（吉田町深野） 
は る と  

平成16年4月4日生まれ 
笑顔の素敵なはるちゃん。いつまで
も元気で優しい子に育ってね。 

堀
江
潤
さ
ん
・
夏
樹
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

大良くん（掛合町多根） 
たい ら 

平成16年3月6日生まれ 
いつも笑顔で、元気いっぱいのた
いら君 

加
藤
真
一
さ
ん
・
裕
美
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

竜矢くん（三刀屋町里坊） 
平成16年4月22日生まれ 
わんぱくで元気いっぱいのたっちゃん。
大好きなお姉ちゃんとずっーと仲良

三
成
英
男
さ
ん
・
裕
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

たつ や 

もえちゃん（大東町飯田） 
平成16年4月9日生まれ 

散髪してますますいけずげなもえぼん。
これでも女の子なのよー！！ 

錦
織
正
明
さ
ん
・
理
恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん 

・ ・ ・ ・ 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】情
報
政
策
課 
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写
真
に
コ
メ
ン
ト
30
字
程
度
を
添
え
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
4
月
6
日
（
水
）

ま
で
に
情
報
政
策
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。 

5
月
で
満
1
歳（
平
成
16
年
5
月
生
ま
れ
）に
な
る
お
子
さ
ん
を
募
集
！！
 

5
月
で
満
1
歳（
平
成
16
年
5
月
生
ま
れ
）に
な
る
お
子
さ
ん
を
募
集
！！
 

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
大
事
な
生
命
を

結
核
か
ら
守
る
た
め
に
も
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
早
期
接
種
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
！

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
生
後
6
ヵ
月

ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
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加
茂
文
化
ホ
ー
ル
・
ラ
メ
ー
ル
で
ビ
リ
オ
ネ
ア

大
学
音
楽
劇
「
未
来
天
然
色
」
が
上
演
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
950
人
の
観
客
が
歌
と
踊
り
の
舞
台
に
酔

い
し
れ
ま
し
た
。

ビ
リ
オ
ネ
ア
大
学
は
、
平
成
５
年
に
加
茂
町
住

民
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
音
楽
劇
サ
ー
ク
ル
。
東

京
都
在
住
の
歌
手
モ
ン
デ
ン
・
モ
モ
さ
ん
を
指
導

者
と
し
て
迎
え
、
団
員
は
大
人
か
ら
子
供
ま
で
100

名
で
す
。
同
サ
ー
ク
ル
は
加
茂
町
の
文
化
活
動
の

拠
点
、
加
茂
文
化
ホ
ー
ル
・
ラ
メ
ー
ル
を
中
心
に

年
間
を
通
じ
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
に
活
動
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
毎

年
の
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
発
表
し
つ
づ

け
、
今
回
の
作
品
は
記
念
す
べ
き
10
作
目
と
な
り

ま
し
た
。

節
目
の
年
と
な
っ
た
今
回
は
映
像
を
取
り
入
れ

た
演
出
を
試
み
る
な
ど
の
意
欲
作
で
、
毎
回
見
に

来
る
と
い
う
加
茂

町
内
の
男
性
は

「
今
回
の
作
品
は
演

技
力
・
歌
唱
力
な

ど
団
員
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
感
じ
、

見
ご
た
え
が
あ
り

ま
し
た
。
次
回
の

作
品
が
楽
し
み
で

す
。」
と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
東
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
事
業
（
２
月

７
日
〜
３
月
６

日
）
の
一
環
と
し

て
お
菓
子
ポ
ッ
ト

ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ

ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

外
国
で
は
１
人

が
１
品
ず
つ
料
理

を
持
ち
寄
っ
て
パ

ー
テ
ィ
ー
を
す
る
習
慣
が
あ
り
、
今
回
は
こ
れ
に
ち

な
ん
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が

お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
を
持
ち
寄
っ
て
留
学
生
と
交
流

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
学
生
な
ど
お
よ
そ
60
人
が
参
加
し
、
国

際
交
流
員
の
ロ
ジ
ャ

ー
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
さ
ん

や
留
学
生
が
考
え
た
ゲ

ー
ム
な
ど
を
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
特
に
、

カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
内

容
の
人
を
探
す
「
大
東

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」
で
は
、

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、

大
変
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。 ポ

ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
で 

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
で 

ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
で 

留留留留
学学学学
生生生生
とととと
交交交交
流流流流

吉
田
町
地
区
の
善
福
寺
で
、
150
年
以
上
前
か
ら

続
く
伝
承
行
事
「
餅
さ
し
」
が
あ
り
、
地
元
の
住

民
が
集
ま
り
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
ま

し
た
。

餅
さ
し
は
、
そ
の
昔
、
飢
饉
に
よ
り
農
作
物
の
不

作
に
み
ま
わ
れ
た
住
民
が
、
本
尊
で
あ
る
十
一
面
観

音
に
祈
る
た
め
、
各
戸
よ
り
米
を
集
め
、
餅
を
供
え

た
の
が
は
じ
ま
り
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

後
、
そ
の
供
養
に
併

せ
、
力
じ
ま
ん
の
若

者
た
ち
が
集
ま
り
、

重
さ
43
kg
ほ
ど
あ
る

餅
を
何
度
も
担
ぎ
あ

げ
て
か
ら
奉
納
し
て

い
ま
す
。

観
音
堂
で
行
わ

れ
た
餅
さ
し
に
は

５
人
の
若
者
が
参

加
し
、
大
餅
を
何
回

担
ぎ
あ
げ
た
か
を

競
い
ま
し
た
。

掛
合
町
掛
合

の
酒
蔵
資
料
館

で
は
、
４
月
の
オ

ー
プ
ン
に
向
け

て
、
準
備
が
大
詰

め
を
迎
え
て
い

ま
す
。

こ
の
資
料
館
は
、
酒
造
り
の
休
止
に
よ

り
㈱
竹
下
本
店
か
ら
寄
付
さ
れ
た
施
設
を

改
修
し
た
も
の
で
、
土
蔵
瓦
葺
２
階
建
て

の
酒
蔵
は
明
治
30
年
に
建
造
さ
れ
、
酒
造

り
の
文
化
を
伝
え
る
貴
重
な
建
造
物
と
し

て
保
存
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
施
設
は
資
料
館
と
し
て
ば
か
り

で
な
く
、
地
元
の
「
ふ
る
さ
と
の
酒
を
造

る
会
」
が
市
内
外
の
会
員
を
募
り
、
酒
造

り
を
通
じ
た
都
市
農
村
交
流
を
図
る
場
と

し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

三
刀
屋
町
の
中
野
幼

稚
園
で
園
児
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

ひ
な
ま
つ
り
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
手
作
り
の
雛

人
形
を
準
備
。
会
で
は

飾
り
付
け
を
し
た
蒸
し

パ
ン
を
食
べ
た
り
、
ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
歌
を
合
唱
し
た

り
し
た
後
、
の
ど
自
慢
大
会
と
題
し
て
園
児
た
ち
が
思
い
思
い

の
曲
を
披
露
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
野

幼
稚
園
で
は
、

園
内
で
の
子

ど
も
の
様
子

を
見
て
も
ら

い
、
保
育
士
と

し
て
子
ど
も

と
過
ご
し
て

も
ら
う
取
り

組
み
と
し
て
、

保
護
者
に
よ

る
１
日
園
長

を
今
年
度
か

ら
実
施
し
て

お
り
、
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

今
日
今
日
は
楽
し
楽
し
い 

今
日
今
日
は
楽
し
楽
し
い 

今
日
は
楽
し
い 

ひひひひ
なななな
まままま
つつつつ
りりりり

掛掛掛掛
合合合合
酒酒酒酒
蔵蔵蔵蔵
資資資資
料料料料
館館館館

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン 

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン 

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン 

地
域
地
域
に
息
づ
く
伝
統
行
事

く
伝
統
行
事 

地
域
地
域
に
息
づ
く
伝
統
行
事

く
伝
統
行
事 

地
域
に
息
づ
く
伝
統
行
事 

木
次
町
斐
伊

地
区
の
自
治
会

長
や
地
域
の
関

係
者
な
ど
で
構

成
す
る
斐
伊
地

区
活
性
化
協
議

会
（
内
田
弘
一

会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、
斐
伊
小
学
校
裏
に
あ
る
城き

名な

樋ひ

山
の
桜
の
手
入
れ
と
、
地
元
公
民
館
周
辺
に
桜
の
苗
木
25

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
、
平
成
12
年
に
城
名
樋
山
へ
桜
の
苗
木

200
本
の
植
樹
を
し
て
お
り
、
毎
年
春
に
は
施
肥
を
、
夏
に

は
除
草
作
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
か
ら
降
り
積
も
っ
た
雪
の
た
め
、
足

場
の
悪
い
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
手

際
よ
く
作
業
を
行
い
、
こ
こ
ち
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
協
議
会
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
の
ほ
か
「
住

民
自
ら
の
手
で
住
み

よ
い
地
域
を
作
ろ

う
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
会
員
一
人
ひ
と

り
か
ら
集
め
た
要
望

や
地
元
の
将
来
像
を

地
図
に
記
し
た
、
手

づ
く
り
の
斐
伊
地
区

活
性
化
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

ビ
リ
オ
ネ
ア
大
学
音
楽
劇

大
学
音
楽
劇 

ビ
リ
オ
ネ
ア
大
学
音
楽
劇

大
学
音
楽
劇 

ビ
リ
オ
ネ
ア
大
学
音
楽
劇 

「「「「
未未未未
来来来来
天天天天
然然然然
色色色色
」」」」

餅餅餅餅
ささささ
しししし

三刀屋高 
掛合分校 

○文 

佐
中 

法
務
局

法
務
局 

掛合 
郵便局 

雲南市掛合体育館 

掛合総合センター 

きさらぎ会館 

まめなかセンター 

至 広島広島 

○文 

○〒 

掛合中 

掛合バス停 
掛合 

酒蔵資料館 
N

0 250m

至 松江 

至 広島 

法
務
局 

掛合 
郵便局 

雲南市掛合体育館 

掛合総合センター 

きさらぎ会館 

まめなかセンター 

2／ 262／ 20

2／ 19・20 3／ 3

4／ 23
斐
伊
地
区
を
新
し

斐
伊
地
区
を
新
し
い 

斐
伊
地
区
を
新
し

斐
伊
地
区
を
新
し
い 

斐
伊
地
区
を
新
し
い 

花花花花
見見見見
スススス
ポポポポ
ッッッッ
トトトト
にににに

2／ 27

城名樋山の展望場は、中国山地の山並みや斐伊川、
下熊谷平野を一望できる絶好の眺望です。
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平成12年度から始まった中山間地域等直接支払制度は、農業生産活動として取り組むべき事項を定める「集落協
定」の締結を行い、国・県・市から集落と耕作者に協定農地の維持管理費用が交付されるものです。5カ年間の予定
であった、この制度は平成16年度が最終年となっておりましたが、制度内容を一部見直し平成17年度から21年度
まで更に5カ年間、新制度でスタートすることが正式に決定しました。
平成16年度は雲南市（加茂町を除く5町）全体で223集落、農家数4,263戸、対象農用地面積2,066ha、交付額
33,485万円の取り組みが行われました。3億円以上の交付金が交付される本制度は、農用地の維持管理への効果は
もとより地域への経済効果は計り知れないものであります。
平成17年度から新制度でスタートすることに伴い、市では合併により制度の対象地域となった加茂町地域を含む
全域で、積極的に推進を図り、各集落がこの制度に取り組めるよう支援していきます。

（1）新制度の概要
雲南市をはじめとする中山間地域は、農業生産活動等をすることにより、洪水の防止や水源の涵養、美しい緑の景
観の形成など、多くの機能（多面的機能）を果たしています。
この制度は、中山間地域で農業生産活動等を続けることにより農用地を保全し、その多面的機能を確保していくこ
とを目的に農業者等に交付金の直接支払を行います。

１. 中山間地域等直接支払制度

3. 旧制度取り組み集落の状況2.推進のスケジュール

（2）新制度での集落協定と交付金
新たな集落協定の内容は、各協定のやる気・体力に応じて多様なメニューが選択可能となり、その取り組み内容に
応じて、交付金が加算及び減額されます。

私の集落は谷あいであるため平成12年に制度が始まる以前から、集落での農地
の荒廃防止の必要性を感じ、その取り組みに苦慮しておりました。この制度は草
刈をしたり耕作をしたり、集落に暮らす以上当たり前にしてきた作業に対して直
接交付金が交付されるため、農家にとっては大変助かるものですが、集落全体、
地域全体が約束事によって取り組むことは、地域に対して他のどんな補助金より
も活性化を進め、効果があったと感じます。この5年間で交付金を利用して共同
防除機、籾摺り機を購入し共同活用していますので集落営農の下地も徐々にすす
んできています。また、農家ごとに米の食味検査をして米作りの成果を競い合う

など楽しく農業に取り組むこともできています。
新制度がスタートすれば、当然集落で取り組みたいと思ってい
ます。当面は無理をせず8割の交付金で始めて、集落で相談しな
がら共同利用機械を活用した集落営農などにも発展させたいと思
います。集落で役員をされる方はご苦労も多いと思いますが、最
高の制度です。合併で対象地域となった旧加茂町もぜひ初年度か
ら取り組まれるようにお勧めします。

雲南市農林振興課では、この制度
に取り組まれる集落に対して説明会
などの推進活動を実施します。各総
合センター単位での集落代表者説明
会をし、集落協定締結に向けて旧大
字単位、集落単位での相談にも出か
けていきます。
・集落代表者説明会（予定）

※詳細については代表者へ別途通知いたします。

4/12…吉 田 町、4/13…掛 合 町、

4/14…三刀屋町、4/14…木 次 町、

4/15…大 東 町

加茂町は説明会実施済みです。

・旧大字単位、集落単位説明会、集落協定協議

4月～8月（協定締結期限は8月です。）

中山間地域は、国の農業・農村の中
で重要な位置を占める。 

◎国土の69％　　　　◎総農家の43％ 

◎農業集落数の50％　◎耕作面積の42％ 

◎農業産出額の50％ 

中山間地域の現状 

◎農業生産条件の不利性　◎高齢化・過疎化の進展 

◎担い手の不足　　　　　◎恵まれない就業機会 

◎生活環境整備の遅れ　　◎地域資源の維持管理が低下 

耕
作
放
棄
地
の
増
大 

多
面
的
機
能
の
低
下 

農業生産条件の不利を補正 

中山間地域等直接支払制度  

条件不利地域の農業者 

集落協定　締結 

交付金交付 

　右記の①のみ実施する場合には、上記単価の8割の単価とする耕作

放棄地の復旧や法人設立等、より積極的な取り組みを行う協定には、

取り組みに応じて加算を行う。 

①集落の将来像を明確化した活動計画（マスタープラン）の下での5年間以上継続して行われる農業生産活動等 

②一定の要件の元での農用地保全体制の整備や地域の実情に即した農業生産活動等の継続に向けた活動 

◎交付単価  
 

急傾斜 

緩傾斜 

水　田 

21,000 

8,000

畑 

11,500 

3,500

●急傾斜地　○水田…傾斜1/20以上  ○畑…傾斜15度（2.7/10）以上　 ●緩傾斜地　○水田…傾斜1/100以上  ○畑…傾斜8度（1.4/10）以上 

◎対象となる農用地　下記の要件に該当する農用地区域内に存する1ha以上の一団の農用地 

（円/10アール） 

【Ａ要件】次の1～3から、2つ以上を選択 

 1．生産性・収益向上（1つ選択） 

　①機械・農作業の共同化　　②高付加型農業の実践 

　③地場産農作物等の加工販売 

 2．担い手育成（1つ選択） 

　①新規就農者の確保　　　　②認定農業者の育成 

　③担い手への農地集積　　　④担い手への農作業の委託 

 3．多面的機能の発揮（1つ選択） 

　①保健休養機能を生かした都市住民等との交流 

　②自然生態系の保全に関する学校教育との連携 

　③多面的機能の持続的発揮に向けた非農家・他集落等との連携 

【Ｂ要件】次のうち1つを選択 

 1．集落営農組織化 

協定面積の一定割合以上の基幹的農作業3作業以上の共同利用 

 2．担い手集積化 

協定面積の一定割合以上の利用検討の設定 

◎農用地等保全マップの策定・実践　◎次のＡまたはＢ要件を選択 

通
常
単
価
の
8
割 

通
　
常
　
単
　
価 

最
低
限
の
農
地
管
理 

活
動
を
行
う
集
落 

上
記
に
加
え
て
、協
定
期
間
内
に
自
立
的
か
つ
継
続
的
な 

農
業
生
産
活
動
体
制
の
整
備
に
向
け
た
強
化
を
行
う
集
落 

さらに 

・集落協定がめざすべき将来像（10～15年後）の目標を明記。 

・めざすべき将来像を達成するために協定期間の毎年度の活動工程表の作成。 

◎耕作放棄の防止活動（旧制度と同じ）　　　◎水路・農道等の管理活動（旧制度と同じ） 

◎多面的機能を増進する活動（旧制度と同じ）　 

◎集落マスタープラン 

さらに 特に積極的な活動を行う場合 加算単価 

大東町杉谷集落代表

児玉明さん

水稲共同防除の様子

【お問い合わせ先】雲南市産業振興部農林振興課　 0854－40－1051 または雲南市各総合センター事業管理課
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

平
成
17
年
度
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
実
施
の
お
知
ら
せ

◎
毎
日
新
聞
社
主
催

2
0
0
4
年
度
毎
日
・
地
方
自
治
大
賞

奨
励
賞
受
賞

（「
安
心
・
安
全
」
と
「
食
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
や
、
幅
広
い
住
民
参
加
に
よ
っ
て
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
市
区
町
村
へ
の
表
彰
）

島
根
県
雲
南
市
（
旧
木
次
町
の
取
り
組
み
）

「
食
べ
物
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

地
元
で
採
れ
た
安
心
安
全
な
農
産
物
を
学

校
給
食
へ
提
供
し
て
い
る
取
り
組
み
や
子
ど

も
た
ち
と
生
産
者
の
交
流
な
ど
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り

◎
叙
位
・
叙
勲
・
褒
章
受
章

●
地
方
自
治
功
労
　
旭
日
単
光
章

川
上
　
傳
さ
ん
（
三
刀
屋
町
里
坊
）

多
年
に
わ
た
り
三
刀
屋
町
議
会
議
員
と
し

て
、
地
域
の
振
興
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
に
よ
り

●
教
育
功
労
　
従
四
位

多
賀
瑞
心
さ
ん
（
吉
田
町
吉
田
）

１
月
18
日
死
去

多
年
に
わ
た
り
教
育
者
と
し
て
、
教
育
の

充
実
・
振
興
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に

よ
り

叙
位
・
叙
勲
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

と
祝
意
を
表
し
ま
す

◎
島
根
県
優
秀
技
能
者
表
彰

【
技
能
検
定
関
係
等
功
労
者
】

舟
木
　
清
さ
ん
（
加
茂
町
）

永
年
に
わ
た
り
国
家
試
験
技
能
検
定
委
員

と
し
て
、
技
能
検
定
事
業
の
推
進
・
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

◎
平
成
16
年
度
土
地
改
良
功
労
表
彰

島
根
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
か
ら

伊
藤
　
　
勲
さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

深
澤
　
経
夫
さ
ん
（
吉
田
町
）

渡
部
　
保
男
さ
ん
（
吉
田
町
）

藤
原
　
照
雄
さ
ん
（
吉
田
町
）

◎
雲
南
市
へ

寄
付
金
と
し
て
（
200
万
円
）

有
限
会
社
　
植
田
建
設

代
表
取
締
役
社
長
　
植
田
　
耕
志

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

ま
た
は
市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１
ま
で

市
で
は
国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
を
年
12

回
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
４
月
か
ら
７

月
ま
で
の
仮
算
定
期
間
は
、
17
年
度
に
限
り

仮
算
定
保
険
料
率
を
設
定
し
賦
課
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
旧
６
町
村
の
16
年

度
保
険
料
率
が
異
な
る
た
め
仮
算
定
の
段
階

で
雲
南
市
の
保
険
料
率
で
統
一
し
、
平
準
化

を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

市
民
部
税
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
４

平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
の
縦
覧
帳
簿
に

よ
る
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
を
記
載
）

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

（
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
を
記
載
）

■
縦
覧
で
き
る
方

本
市
内
に
所
在
す
る
土
地
又
は
家
屋
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
土
地
（
家
屋
）
の
み
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
土
地
（
家
屋
）
の
縦
覧
帳
簿
だ
け
が

縦
覧
で
き
ま
す
。
又
、
免
税
点
未
満
の
方

は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
日
時

４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
31
日
（
火
）

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
縦
覧
場
所

市
役
所
２
階
税
務
課
、
ま
た
は
各
総
合
セ

ン
タ
ー
総
合
調
整
課

※
市
役
所
本
庁
で
は
市
全
域
が
縦
覧
で
き
ま

す
が
、
総
合
調
整
課
で
は
、
当
該
町
の
み

縦
覧
可
能
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

毎日新聞社松倉展人松江支局長（右）と速水市長

平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
料

仮
算
定
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
に
つ
い
て

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

■
対
象
者

雲
南
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

（
脳
ド
ッ
ク
は
50
歳
以
上
が
対
象
）

■
申
し
込
み
期
間

４
月
４
日
（
月
）
〜
４
月
27
日
（
水
）

■
申
し
込
み
先

市
役
所
市
民
部
市
民
生
活
課
ま
た
は
各
総

合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課

※
印
鑑
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
持

参
の
上
、
所
定
用
紙
に
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
受
診
可
能
な
医
療
機
関

公
立
雲
南
総
合
病
院
（
月
〜
金
）

平
成
記
念
病
院
（
月
〜
金
、
婦
人
科
は
木
の
み
）

掛
合
診
療
所

（
月
〜
金
）

松
江
市
立
病
院
（
月
、
金
、
第
１
水
、
第
３
火
）

※
平
成
記
念
病
院
、
掛
合
診
療
所
で
は
人
間

ド
ッ
ク
の
み
、
松
江
市
立
病
院
で
は
脳
ド
ッ

ク
（
基
本
検
診
セ
ッ
ト
）
の
み
の
受
診
と
な

り
ま
す
。

■
実
施
期
間

公
立
雲
南
総
合
病
院

６
月
１
日
〜
12
月
28
日

（
脳
ド
ッ
ク
は
７
月
１
日
〜
12
月
28
日
）

平
成
記
念
病
院

10
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月
31
日

掛
合
診
療
所

５
月
１
日
〜
12
月
28
日

松
江
市
立
病
院

９
月
１
日
〜
12
月
28
日

※
土
、
日
、
祝
日
及
び
年
末
年
始
等
病
院
が

お
休
み
の
日
は
除
き
ま
す
。
そ
の
他
病
院

の
都
合
に
よ
り
受
診
で
き
な
い
日
が
あ
り

ま
す
。

■
受
診
料

【
外
来
人
間
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院

男
性
７，
１
４
０
円
、
女
性
７，
５
６
０
円

平
成
記
念
病
院

男
性
７，
０
０
０
円
、
女
性
７，
４
２
０
円

掛
合
診
療
所

７，
２
０
０
円

※
掛
合
診
療
所
で
は
婦
人
科
検
診
は
あ
り
ま

せ
ん

【
外
来
脳
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院

４，
５
０
０
円

松
江
市
立
病
院

９，
６
６
０
円

■
受
診
日

松
江
市
立
病
院
以
外
は
医
療
機
関
か
ら
本

人
宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

松
江
市
立
病
院
は
雲
南
市
役
所
か
ら
本
人

宛
て
に
通
知
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

【
外
来
人
間
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院
　
　
　
100
名

平
成
記
念
病
院
　
　
　
　
　
80
名

掛
合
診
療
所
　
　
　
　
　
　
20
名

【
外
来
脳
ド
ッ
ク
】

公
立
雲
南
総
合
病
院
　
　
　
30
名

松
江
市
立
病
院
　
　
　
　
　
20
名

市
民
部
市
民
生
活
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
１

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

先
月
号
で
掲
載
し
ま
し
た
特
別
障
害
給
付

金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
の
任
意
加
入
期

間
に
加
入
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害

基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者
の

方
に
つ
い
て
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程

に
お
い
て
生
じ
た
事
情
に
か
ん
が
み
、
福
祉

的
措
置
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

★
支
給
の
対
象
に
な
る
方
は
次
の
方
で
す
。

（
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
、
障
害

共
済
年
金
な
ど
を
受
給
で
き
る
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

①
平
成
3
年
3
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和
61
年
3
月
以
前
に
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
の
配
偶
者
で
あ

っ
て
、
当
時
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
内
に
初
診
日
※

が
あ
り
、
現
在
、
障
害

基
礎
年
金
1
級
、
2
級
相
当
の
障
害
に
該

当
す
る
方
。

原
則
と
し
て
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま

で
に
請
求
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成
17
年
４
月
１

日
に
65
歳
を
超
え
て
い
る
方
は
、
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
申
請
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
障
害
の
原
因
と
な
る
傷
病
に
つ
い
て
初
め

て
医
師
、
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
療
を
受

け
た
日

な
お
、
給
付
金
は
、
請
求
月
の
翌
月
分
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
、

遡
っ
て
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
５
月
か
ら

受
け
取
る
た
め
に
は
、
平
成
17
年
４
月
中
に

請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
障
害
認
定
に
必

要
な
添
付
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
ま
ず
は
、
お
近
く
の
総
合
セ
ン
タ
ー

総
合
調
整
課
、
又
は
市
民
部
市
民
生
活
課
に

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

市
報
う
ん
な
ん
３
月
号
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ
、
わ
が
家
の
ホ
ー
プ

（
誤
）
内
田
辰
徳
く
ん
（
大
東
町
新
庄
）→

（
正
）
内
田
辰
徳
く
ん
（
加
茂
町
宇
治
）

７
ペ
ー
ジ
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ダ
ー
中
、
木
次
町
新
年
走
ろ
う
大
会

（
誤
）
安
部
伸
也
（
木
次
町
）→

（
正
）
安
部
伸
也
（
大
東
町
）

（
誤
）
藤
原
栄
司
（
木
次
町
）→

（
正
）
藤
原
栄
司
（
大
東
町
）

（
誤
）
石
飛
　
隆
（
木
次
町
）→

（
正
）
石
飛
　
隆
（
出
雲
市
）

（
誤
）
柘
殖
浩
二→

（
正
）
柘
植
浩
二
　
　
　
　

（
誤
）
石
飛
　
稔
（
出
雲
市
）→

（
正
）
亀
山
　
稔
（
木
次
町
）

お
詫
び
と
訂
正

医
療
分

所
得
割

資
産
割

平
等
割

均
等
割

介
護
分

所
得
割

資
産
割

平
等
割

均
等
割

仮
算
定
保
険
料
率

６
・
88
％

33
・
48
％

２
２，
４
４
３
円

２
２，
２
７
２
円

０
・
97
％

７
・
85
％

６，
２
７
２
円

４，
１
７
５
円

所得割（所得に対し乗じる率）
資産割（固定資産税に対し乗じる率）
平等割（１世帯に加算する額）
均等割（被保険者数に応じ加算する額）
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　今年も恒例の尾原ダム菜の花まつり2005が開催されます。 
　旬の山菜てんぷら試食コーナーなどイベント盛りだくさんで
すので、みなさんぜひお出かけください。 

【問】雲南市建設部建設工務課 　  0854－40－1063

【問】雲南市政策企画部ダム対策課 　  0854－40－1012

　雲南市では、親しまれる河川空間づくりや河川愛護を目的に、また市内の子供
たちが健やかに育つことを願って、斐伊川さくらまつり、お花見レガッタや子供の日
の頃、斐伊川を泳ぐように「こいのぼり」を掲揚します。 
　こいのぼりは、市民のみなさんから寄贈いただいたものを集めて掲揚するよう計
画しています。ご家庭にご不要になった「こいのぼり」などをお持ちでしたらぜひご
提供いただきますようよろしくお願いします。 
　なお、掲揚場所は木次町地内簸上橋から下熊谷橋（潜水橋）までの河川敷で、
数は１００匹程度を予定しています。 

■募集期間／3月末まで 
■掲揚期間／4月上旬～6月上旬 

■募集内容／「こいのぼり」補修不能なほど汚れ、破損のある 
　　　　　　ものを除きますが、大きさは問いません。 
■募集内容／「こいのぼり」補修不能なほど汚れ、破損のある 
　　　　　　ものを除きますが、大きさは問いません。 

10：00～ 

鴨倉トンネル

至 木次町

３１４ 

斐伊川 

会場 

至 仁多町 

　 三成 

尾原ダム 

雲南市のホームページ http//www.city.unnan.shimane.jp 
で桜の開花状況を随時更新していますのでご覧ください。 

　日本さくら名所100選認定の並木は、2kmにわたる桜のトンネル。中
国地方随一の桜名所は雲南市のシンボルとなっています。 

★斐伊川堤防桜並木★斐伊川堤防桜並木 ★斐伊川堤防桜並木 

★夜桜★夜桜 ★夜桜 

　JR木次駅前をメイン会場に、テレビ・ラジオ公開生放送や郷土芸能ス
テージ、特産品販売等の催しが行われるほか、２日の夜には打ち上げ花
火を予定しています。 

★メインイベント 4月2日（土）・3日（日） ★メインイベント 4月2日（土）・3日（日） 

　まつり期間中はボンボリの点灯やライトアップもされるため、
昼間とは違う桜の情景を楽しめます。 

★メインイベント ★メインイベント 

★御衣黄★御衣黄 
ぎょいこう 

★御衣黄 
ぎょいこう 

　みとや城山まつりが４月２日（土）・３日（日）の２日間、三刀屋城址公園、
三刀屋川河川敷を中心に行われ、特産品やとれたて野菜を即売するテ
ント村が開設されます。また、３日の朝７時からは、桜を見ながら散策する
アスパルウォークもありますので、皆さんぜひ参加してください。 

4月2日（土）・3日（日） 4月2日（土）・3日（日） 

淡い黄緑色の花を咲かせる御衣黄が、城址公園、三刀
屋川河川敷にあり、ソメイヨシノから2週間程度遅れた４月中旬頃の
開花予定です。 

天候天候により 左右左右されます 

天候により 左右されます 

木次・三刀屋町では、フォトコンテストも開催します！ 
【問】木次町観光協会 　 40－1082・三刀屋町商工会 　 45－2405

市
民
部
環
境
対
策
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
３
３

ま
た
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合
調
整
課
ま
で

犬
を
飼
う
際
に
は
、
市
役
所
に
犬
を
登
録

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
毎
年
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

今
年
度
の
集
合
注
射
の
日
程
は
下
記
の
と

お
り
で
す
の
で
、
ご
都
合
を
つ
け
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
時
間
・
会
場
に
つ
い

て
は
回
覧
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
　
程
】

三
刀
屋
町：

４
月
12
日
（
火
）、
13
日
（
水
）

大
東
町：

４
月
14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）

18
日
（
月
）、
19
日
（
火
）

木
次
町：

４
月
25
日
（
月
）、
26
日
（
火
）

掛
合
町：

４
月
27
日
（
水
）、
28
日
（
木
）

加
茂
町：

５
月
９
日
（
月
）、
10
日
（
火
）

吉
田
町：

５
月
16
日
（
月
）、
17
日
（
火
）

【
料
　
金
】

●
登
録
済
み
で
注
射
の
み
の
方
は
３，
０
０
０
円

●
新
規
登
録
の
方
は
６，
０
０
０
円

【
そ
の
他
】

●
登
録
済
み
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
の
で
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
犬
を

飼
わ
な
く
な
っ
た
方
も
お
手
数
で
す
が
ハ

ガ
キ
を
会
場
も
し
く
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー

総
合
調
整
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
獣
医
科
病
院
で
注
射
を
受
け
ら
れ
た
場
合
も

注
射
済
票
（
注
射
済
み
を
証
明
す
る
金
属
プ

レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

獣
医
科
病
院
よ
り
発
行
さ
れ
る
注
射
済
証

（
注
射
済
み
を
証
明
す
る
書
類
）
を
お
持
ち

の
上
、
会
場
も
し
く
は
総
合
セ
ン
タ
ー
総
合

調
整
課
ま
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
注
射
会
場
で
首
輪
が
外
れ
て
逃
げ
て
し
ま
う

犬
が
い
ま
す
。
犬
を
お
連
れ
の
際
に
は
、
首

輪
を
し
っ
か
り
と
絞
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
注
射
会
場
で
の
犬
の
糞
の
片
付
け
は
飼
主
の
皆

様
が
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
総
務
課

０
８
５
４
・
４
０
・
１
０
４
１

雲
南
市
、
飯
南
町
で
は
、
旧
大
原
・
飯
石
の
両

郡
に
お
い
て
運
営
を
行
な
っ
て
き
た
在
宅
当
番

医
制
度
を
平
成
16
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
医
師
会
の
協
力
の
も
と
休
日

及
び
夜
間
に
お
け
る
地
域
住
民
の
急
病
患
者
に

対
す
る
医
療
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
が
、

雲
南
圏
域
内
各
病
院
の
救
急
医
療
体
制
の
充
実

に
よ
り
廃
止
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
廃
止

後
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
４
病

院
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

■
公
立
雲
南
総
合
病
院

４
３
・
２
３
９
０

■
平
成
記
念
病
院
　
　

４
５
・
５
１
１
１

■
仁
多
病
院
　
　
　
　

５
４
・
１
１
２
２

■
飯
南
病
院
　
　
　
　

７
２
・
０
２
２
１

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

在
宅
当
番
医
制
度
の廃

止
に
つ
い
て

健康福祉部長寿障害福祉課　  0854－40－1042または各健康福祉センターまで 

雲南市の介護予防・生活支援事業の利用料について、平成17年4月1日から下記のようになりますのでお知らせします。 

福祉サービスの名称 内　　　容 対　象　者 注 意 事 項  利 用 者 負 担  申請に必要 
なもの 

福祉タクシー助成事業 

福祉タクシーにより医
療機関への通院、入
退院、施設への入退
所の輸送を行う。 

①要介護4・5程度の寝た
きり高齢者。 
②身体障害者手帳1・2級
所持者で寝たきりの方。 

片道3,000円 
（但し、1回あたりの費用が
18,000円を超えた場合はそ
の超えた額を上乗せ） 

利用上限12回 
（年度あたり） 

委託事業所限定 

申請書 
印　鑑 

生きがい活動支援  
通所事業（ミニデイ） 

家に閉じこもりがちな
高齢者に対して、通
所により日常動作訓
練や趣味活動等を行う。 

概ね65歳以上の高齢者 1日　900円 要介護認定者は不可 

申請書 
医師の意見書 
誓約書 
印　鑑 

生 活 管 理 指 導員  
派 遣 事 業  
（ 支 援 ヘ ル プ ） 

生活習慣などの指導
を行う。 概ね65歳以上の高齢者 1時間　　未満　200円 

1時間30分未満　290円 
要支援、 
要介護認定者は不可 

申請書 
医師の意見書 
誓約書 
印　鑑 

生 活 管 理 指 導  
短 期 宿 泊 事 業  
（ シ ョ ー ト ） 

養護老人ホーム、特別
養護老人ホームの空
きベットを活用して宿泊
による生活指導を行う。 

概ね65歳以上の高齢者 生保世帯　　　無料 
その他世帯　　　690円 

要支援、 
要介護認定者は不可 
利用料のほかに、食
費が必要 

申請書 
医師の意見書 
誓約書 
印　鑑 

「食」の自立支援事業 
（ 配 食サービス） 

高齢者を対象に、配
食サービス等の食関
連サービスの調整を
行う。 

①概ね65歳以上の高齢者世
帯及び身体障害者でサー
ビスの利用が適当な世帯。 
②知的障害者及び精神障害
者でサービスの利用が適
当な世帯。 

生保世帯　300円／食 
（限度額6,000円） 

その他世帯　350円／食 
（限度額7,000円） 

申請書 
印鑑  

市
民
部
環
境
対
策
課

４
０
・
１
０
３
３

雲
南
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

４
９
・
６
３
３
２
　

雲
南
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

４
２
・
３
３
９
１

い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

７
２
・
９
２
１
７

★
ご
み
の
分
別
と
収
集

【
大
東
町
、
加
茂
町
、
木
次
町
、
三
刀
屋
町
の

分
別
と
収
集
予
定
】

配
布
し
た
平
成
17
年
度
「
ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
」
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
収

集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
程
表
に
従
い
、
ご

み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
掛
合
町
、
吉
田
町
の
分
別
と
収
集
予
定
】

今
回
配
布
し
ま
す
「
ご
み
の
分
別
と
出
し

方
の
し
お
り
」
に
従
い
、
ご
み
の
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。
収
集
日
程
・
地
区
に
つ
い
て

は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ご
み
を
出
さ
れ
る
際
の
注
意
事
項

●
ご
み
袋
の
口
の
部
分
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
止

め
た
も
の
が
多
く
出
て
い
ま
す
。
収
集
作

業
が
困
難
に
な
る
の
で
、
袋
の
口
は
必
ず

結
ん
で
止
め
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
年
々
ご
み
の
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ご
み

が
出
た
ら
す
ぐ
に
は
捨
て
ず
、
古
紙
回
収
の

利
用
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
し
て
出
す
こ
と

や
生
ご
み
は
肥
料
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
し

て
、
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
局
工
務
第
２
課
　
　
４
３
・
２
２
４
７

現
在
、
元
大
東
中
学
校
跡
に
水
道
局
工
務
第

２
課
の
事
務
所
が
あ
り
ま
す
が
、
４
月
１
日
か

ら
新
し
い
越
戸
浄
水
場
の
管
理
棟
に
移
転
し
ま

す
。
電
話
、
有
線
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
17
年
度
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

雲
南
市
水
道
局
工
務
第
二
課
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

新事務所位置 雲南市大東町大東135ー1

西
大
橋

西
大
橋 

西
大
橋 

越戸浄水場越戸浄水場 

Ｊ
Ｒ
出
雲
大
東
駅

出
雲
大
東
駅 

JRJR雲南雲南 
春殖支所春殖支所 

公立雲南総合病院公立雲南総合病院 

県立大東高等学校県立大東高等学校 

越戸浄水場 

Ｊ
Ｒ
出
雲
大
東
駅 

JR雲南 
春殖支所 

公立雲南総合病院 

県立大東高等学校 

大東 

古城 

馬田寺 

赤川赤川 赤川 

移 設 箇 所



【受付期間】4月1日（金）～4月8日（金） 

【受付期間】4月1日（金）～4月15日（金） 

【受付期間】4月13日（水）～4月22日（金） 

【受付期間】4月1日（金）～4月15日（金） 

　受験資格や試験日程、申込用紙の請求など詳

しくは人事院中国事務局まで 

〒730－0012　広島市中区上八丁堀6－30 

　　　　　　人事院中国事務局 

ホームページアドレス　http://www.jinji.go.jp/

　受験資格や試験日程、申込用紙の請求など詳しく

は人事院中国事務局まで 

〒690－8523　島根県松江市母衣町68番地 

　　　　　　松江地方裁判所 

ホームページアドレス　http://www.courts.go.jp/

①島根県最低賃金（16．10．1改正） 

②産業別最低賃金（16．12．21改正） 

　製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 

　一般機械器具製造業 

　電気機械器具、情報通信機械器具、 

　電子部品・デバイス製造業 

　自動車・同附属品製造業 

　百貨店、総合スーパー 

　自動車（新車）小売業 

※いずれも時間額 

　ビリオネア大学など音楽劇サークルの指導にあたるモンデ

ン・モモさんのニューアルバム「COSMO MOMO Ⅰ」の発売

記念コンサート。その素晴らしい歌声をどうぞお楽しみに。 

【受付期間】4月1日（金）～4月15日（金） 

　受験資格や試験日程、申込用紙の請求など詳しく

は広島国税局または大東税務署まで 

〒730－8521　広島市中区上八丁堀6－30 

　　　　　　広島国税局 

ホームページアドレス　http://www.hiroshima.nta.go.jp/

国税庁では、国税専門官を募集しています。 

610円 

 

717円 

714円 

 

662円 

715円 

684円 

688円 

・・・・・・ 

・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 

【問】雲南市加茂文化ホール・ラメール 
ホームページアドレス　http://user.kkm.ne.jp/la-mer

日 　 時  

○ 9日（土） 
　18：00開場18：30開演 

○10日（日） 
　14：30開場15：00開演 

入 場 料  

●一般 
　3,000円（当日3,500円） 
●高校生以下 
　2,500円（当日3,000円） 

～粟原トンネル内でラジオ放送が聴けるようになりました～ 

異常気象時などにおける 
事前通行規制区間 

　国道54号は急峻な山間を通過しているため、異常気

象などの時に通行止めになる区間があります。この様な

時の情報源としてラジオ放送がありますが、県内の国道

54号には長いトンネ

ルも多く、トンネル内で

ラジオ放送が聴けな

いところもあることから、

放送が聴けるよう整

備を進めて来たところ

です。粟原トンネル内

の整備により、県内の

国道54号にある6つのトンネルのうち、4つのトンネル内

でラジオ放送が聴けるようになりました。 

粟原トンネル 

　松江地方法務局雲南支局では、4月11日から6月中旬
までの間、会社・法人の登記事務を順次、コンピュータへ
移行します。 
　コンピュータ処理により次の点が変わります。 
●登記簿謄本・抄本の取り扱い 
登記簿謄本・抄本に代えて「登記事項証明書」を発
行します。 
この「登記事項証明書」は、従来の登記簿の謄本・抄
本の効力となんら変わりません。 
●閲覧の取り扱い 
　登記簿の閲覧が廃止され、「登記事項要約書」を発
行します。 
　なお、閉鎖登記簿の閲覧は従来どおりです。 

※移行作業中の会社・法人につい
ては「登記事項証明書」及び「登
記事項要約書」、「印鑑証明書」
の交付に時間を要する場合が
あります。ご迷惑をおかけしま
すが、ご理解のほどお願いします。 

　今年で4回目を迎える
斐伊川「お花見レガッタ」
が開催されます。 
　毎年100クルー近くが
参加し、ナックルフォア（5
人のクルー、うち1人は舵
手）の一般男女・雲南男
女・シニア・ジュニアの部
でレースを競います。 

27 26



29 28

子育てをしているみなさんで交流してみませんか 

①子育てサロン「木馬」（9：30～15：30） 
　●場　所：地域福祉センターおおぎ内 
　　毎週火曜日：5日、12日、19日、26日　 
　　毎週木曜日：7日、14日、21日（28日はお休みします。）  
②バス遠足 
　　28日(木)　詳細は支援センターへお尋ね下さい。  
③子育て相談日 
　●場　所：あおぞら保育園内 
　　毎月第2・第4金曜日  
　　※面接、電話どちらでも受け付けます。 

　●時　間：10：00～17：00

あおぞら保育園内　　0854-43-9500斐伊保育所併設　　0854-42-2030

掛合保育所内　　0854-62-9900

雲南市なかよしホール（加茂町）　　0854-49-8380

0854-42-3988　奥井 Kiss－Kidsとぷちぴよ 
サンキューハハ 

0854-42-4788　飯塚 

①保育所開放日（9：00～11：00） 
　開放日には、自由遊び（保育所の子供たちと一緒に遊びま
す）や手遊び、絵本の読み聞かせ、親子ふれあい遊び、育児
相談など行っています。ぜひ遊びにきてくださいね！  
　●かけや夢の子園　毎週水曜日：6日、13日、20日、27日 
　●波多分園　　　   毎週木曜日：7日、14日、21日、28日 

三刀屋健康福祉センター内　　0854-45-9501

　つくしっ子広場・ぷちつくしっ子広場では、子どもたちが自由に
遊んだり、絵本を読んだり、一緒にリズム体操をして楽しく過ごし
ています。おじいちゃん、お父さんも来てみてください！  
　●場　所：なかよしホール、かもてらす 
　　※日時についてはカレンダーで 
　　　ご確認ください。 
　また27日は、4月生まれのお友達の 
　お誕生会をします。  
　●活動の内容 
栽培活動、制作活動、おやつ作りや豆まき、ひなまつりなど
季節の行事、絵本の読み語り、人形劇などをしています。  
　●参加費：100円（お茶代、活動費として） 

①活動紹介 
　すくすく育児相談（9：30～）をのぞき、いずれも10：00～ 
　●21日(木)誕生会 
　●26日(火)体を動かして遊ぼう！ 
　●28日(木)すくすく育児相談  
②同級生の集いの日　　　毎月1・2・3火曜日 
　●  5日｢うさぎちゃん｣ 
12日｢りすちゃん｣ 
19日｢ひよこちゃん｣  

③出前保育 
　●13日(水)西日登公民館 
　●20日(水)日登公民館 
　●27日(水)雲南市木次健康福祉センター 

　一緒に親子遊びをしましょう。また、育児について保育士
が相談にのりますので気軽に声をかけてください。新たな交
流の輪も広がります。おじいさん、おばあさんも、どうぞ、
お出かけください。 
●子育て支援センター開設日 
毎週月～金曜日　9：00～12：00（祝日はお休みです） 
 
●活動紹介 
8日(金) 

  10：00～ 
 
15日(金) 
  10：00～ 
  11：00～ 
 
 
22日(金) 
  10：00～ 

幼児…計測、相談  
 
赤ちゃん相談 赤ちゃんの計測や発育・発達の相談
など 
妊婦さん相談 妊婦さんの健康チェックや相談・指
導など助産師・保健師・保育士が相談にのります。 
 
あそぼう広場（1歳半から） 
砂遊びをしよう！ 

 

Kiss－Kidsでは、ボランティアスタッフが集まり、託児（有料）や未
就園児のサークル活動（ぷちぴよ）、園児・小学生のサークル活動
などを行っています。　 
①活動紹介 
　さくらまつりバザー（9：30～）を除き、いずれも10：00～ 
　●  1日(金)さくらまつりバザー準備 
　●  3日(日)さくらまつりバザー 
　●  8日(金)ピクニック 
　●24日(日)どろんこ運動会 

八日市会館の集い 
八日市会館では未就学児と親（祖父母）の子育てサロンを月1回
土曜日に開催しています。 
　●16日(土)　10：00～12：00

4月の休館日 行事日程

毎週金曜日、30日（土）【図書整理日】

雲南市立大東図書館 0854ー43ー6131

今月のおすすめ

あなたは友人の出世を喜べますか？
人は何故裏切るのでしょう？茶呑み友
だちと贈り物の意味は？人生を癒やし
支える友情を豊富な臨床例と文学作品
からときほぐす人生論。

「大人の友情」

河合　隼
はや

雄
お

著

バレーボール部監督として2度の廃
部、うつ病を乗り越え、世界選手権
13位からアテネ五輪5位入賞を果たし
た著者の、奇跡と感動の人材育成術。
リーダー、指導者のバイブル。

｢力を引き出す｣

柳本　晶
しょう

一
いち

著

今月のおすすめ

①宮尾登美子「平家物語の女たち」
②中林　うい「いろいろ月記」
③脇　　明子「読む力は生きる力」

★こぐまちゃんくらぶ
とき：毎週月曜日　11時～
内容：乳幼児向けのわらべうたあそび、絵本の読み

語り、紙芝居、手遊びなど
※わらべうたあそびのボランティア募集中です。大東図

書館までご連絡ください。

★おはなしパーティ 4月はお休みです。

雲南市立木次図書館 0854ー42ー1021

4月の休館日 行事日程
毎週月曜日、29日（祝日）、30日（土）【月末整理日】 ★よみかたりのじかん

毎週木曜日　　15：30～

1 2 3

新着の本（抄）

●橋本治「蝶のゆくえ」●北原亞以子「赤まんま　慶次郎縁側日記」●西村京太郎「十津川警部「悪夢」通勤快速の罠」●小手鞠
るい「欲しいのは、あなただけ」●日野原重明「あるがまま行く」●沢田欣

よし

子
こ

「華めぐり記　山陰の女たち」●養老孟司　宮崎駿
「虫眼とアニ眼」●大岡まさひ「「好き」をシゴトにした人」●津川博義「世界最速「超」記憶法」●A・ファーニス「誰も書けなか
った死後世界地図」●古川奈都子「心が病むとき心が癒えるとき」●立花書院「中海の怪談」●佐中孜

つとむ

「腎臓病　低たんぱくのお
かず」●山崎典子「好き嫌いをなくす子どもレシピ」●樋口裕一「ホンモノの文章力―自分を売り込む技術」●とよたかずひこ
「ごくらくももんちゃん」●島田ゆか「ぶーちゃんとおにいちゃん」●齋藤孝「がまの油」ほか

新着の本（抄）

ボランティア募集中！！
※わらべうたあそびをしてくださる方・図書館庭木
の剪定をしてくださる方を募集しています。

●水上勉「花畑」●市川拓司「弘海
ひろみ

」●池井戸潤「銀行仕置人」●林真理子「夜ふけのなわとび」●浅田次郎「草原からの使者」
●松井今

け

朝
さ

子
こ

「銀座開化事件帖」●阿刀田高
たかし

「こころ残り」●三崎亜記「となり町戦争」●田中芳樹「夜光曲
やこうきょく

」●赤川次郎「三姉
妹、ふしぎな旅日記」●群ようこ「三味線ざんまい」●黒川博行「蒼煌

そうこう

」●ユ　ホヨン「パリの恋人（上）(下)」●島倉千代子「島
倉家」●三浦敬三「１０１歳の少年」●蓮池透「奪還

だっかん

第二章　終わらざる闘い」●加藤由
よし

子
こ

「幸せな猫の育て方」●岸惠子「私
の人生ア・ラ・カルト」●ピーコほか「ピーコとサワコ」●甲

こう

野
の

善紀
よしのり

ほか「身体
からだ

から革命を起こす」●石川三
み

千
ち

花
か

「ラブシーンの
掟
おきて

」●三砂
みさご

ちづる｢オニババ化する女たち｣●牧野直子「毎日の子どもレシピ」●布施知子「おりがみリング」●高橋恵美子「母と
私の手ぬい服」●小林祥晃

さちあき

「Ｄｒ
ドクター

．コパの10年開運風水　本命
ほんめい

星別
せいべつ

」●鈴木みゆき「早起き・早寝・朝ごはん」●ヨースタイン・
ゴルデル「サーカス団長の娘」●全国湯めぐり悠々会「休暇村付き　ひとりで泊まれる温泉」●梶原

かじわら

しげる「友人代表の結婚スピ
ーチ」●鎌田ケイ子「家庭の介護ハンドブック」●阿部絢

あや

子
こ

「家事革命」●やなせたかし「人生なんて夢だけど」●山村武彦「大
震災　これなら生き残れる」●ことばと保育を考える会「０歳からのことば育てと子どもの自立」ほか



みどりの日 

日 月 火 水 木 

金 土 

　この運動は、広く県民に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を習慣付けるとともに、県民自身による道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進することにより、
交通事故防止の徹底を図ることを目的としています。 

　4月から木次・三成・掛合の各警察署は再編され雲南警察署になります。この
再編は、警察署の規模を拡大し、効率的な警察官配置と業務の合理化を推進する
ことで、夜間・休日の体制やパトロール活動など治安強化を図ることを目的として
います。そのための警察署・交番・駐在所の再編ですのでみなさんのご理解とご
協力をお願いします。 
　また、昨年の木次警察署管内での交通事故による死亡者数が平成15年中と比較
して減少したことに伴い、その功績を認められ木次警察署は島根県より表彰されて
います。 

問い合わせ先 問い合わせ先 

●大東健康福祉センター 

●加茂健康福祉センターかもてらす 

●木次健康福祉センター 

●三刀屋健康福祉センター 

●吉田健康福祉センター 

●掛合健康福祉センター 

●大東体育文化センター 

●雲南市大東町民体育館 

●大東町地域福祉センターおおぎ 

●雲南市加茂文化ホール ラメール 

●加茂B＆G海洋センター 

●雲南市なかよしホール（加茂町） 

●雲南市木次体育館 

●木次経済文化会館チェリヴァホール 

●三刀屋文化体育館アスパル 

●三刀屋農村環境改善センター 

●雲南市掛合体育館 

●掛合町まめなかセンター 

●吉田勤労者体育センター 

●島根県木次健康福祉センター 

●吉田公民館 

●吉田町田井公民館 

0854－43－6142 

0854－49－8612 

0854－40－1083 

0854－45－9501 

0854－74－0215 

0854－62－0727 

0854－43－2130 

0854－43－5511 

0854－43－5610 

0854－49－8500 

0854－49－7100 

0854－49－8380 

0854－42－0375 

0854－42－1155 

0854－45－9222 

0854－45－2645 

0854－62－0013 

0854－62－0231 

0854－74－0214 

0854－42－2800 

0854－74－0219 

0854－75－0312

April

◆　　木次・三刀屋町内各幼
稚園入園式 

◆　大東・西・佐世・阿用幼稚
園入園式 

◆　断酒会 
（大東地域福祉センター（おおぎ）／ 

19：00～） 

◆　　　　海潮・加茂・木次・
掛合中学校入学式 

◆　　　　　大東・加茂・木次・
掛合町内・田井小学校入学式 

◆　海潮・久野幼稚園入園式 
◆　三種混合予防接種 
（木次健康福祉センター／ 

受付13：30～） 

◆　アスパルウォーク 
（アスパル周辺／7：00～） 
◆　雲南市消防団任命式 
（大東中学校体育館／15：30～） 
◆　御衣黄カップ 
（アスパル） 
◆　きすき桜まつりメイン行事 
（ＪＲ木次駅前～斐伊川堤防） 
◆　みとや城山まつり 
（城址公園～三刀屋川河川敷） 

◆　モンデンモモ「ＣＤ発売記念
ライブ」 
（ラメール／15：00～） 

◆　斐伊川お花見レガッタ 
（木次町下熊谷　斐伊川特設コース／ 

8：00～） 

◆　尾原ダム  菜の花まつり2005 
（仁多町林原） 

◆　第6回木次さくら祭りグラ
ウンドゴルフ交歓大会 
（木次運動公園野球場、 
木次小学校グラウンド／9：30～） 

◆　加茂幼児園竣工式 

◆　春の交通安全運動 
（4／6～15まで） 

◆　断酒会 
（かもてらす／18：30～） 
◆　「世良譲さんを偲んで…」 
　and 昇幹夫ともり・けんの 
　トーク＆ライブ 
（チェリヴァホール／14：00～） 

◆　予防接種（ポリオ） 
（大東健康福祉センター／ 

受付：13：15～） 
◆　予防接種（ポリオ） 
（掛合健康福祉センター／14：00～） 

◆　1歳6か月・3歳児健診 
［対象：大東・加茂］ 
（かもてらす／受付：1歳6ヵ月13：30～ 

3歳14：00～） 
◆つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 
◆　予防接種（ポリオ） 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 
◆　サンサン教室 
（波多公民館／9：30～） 

◆　ぴよぴよランド 
（アスパル／11：00～） 
◆　こっこランド 
（アスパル／14：15～） 
◆　三種混合予防接種 
（大東町健康福祉センター／ 

受付13：15～） 

◆　断酒会 
（三刀屋農村環境改善センター／ 

19：00～） 

◆　予防接種（ポリオ） 
（木次健康福祉センター／ 

受付：13：30～14：30） 

◆　アルコールによる困りごと
相談 
（島根県木次健康福祉センター／ 

13：00～予約制） 
◆　断酒会 
（木次町下熊谷地域福祉サブセンター 
／19：00～） 

◆　つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 
◆　こころの健康／ものわすれ
相談 
（島根県木次健康福祉センター／ 

13：00～予約制） 

 

◆　赤ちゃん相談 
（木次健康福祉センター／9：30～11：00） 
◆　ぴよぴよランド 
（アスパル／11：00～） 
◆　こっこランド 
（アスパル／14：15～） 
◆　4・10ヵ月児健診 
［対象：大東・加茂］　 
（大東健康福祉センター／ 
受付：4か月13：00～、10か月13：45～） 

◆　水中ウォーク教室 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 

◆　予防接種（ポリオ） 
（大東健康福祉センター／ 

受付：13：15～） 
◆　妊婦・赤ちゃん相談 
（三刀屋健康福祉センター／10：00～） 

◆　こっこランド 
（アスパル／14：15～） 
◆　1歳6か月・3歳児健診 
（三刀屋健康福祉センター／ 

受付：13：00～） 

◆　マタニティースクール 
（木次健康福祉センター／ 

受付10：00～） 

◆　モンデンモモ「ＣＤ発売記念
ライブ」 
（ラメール／18：30～） 
◆　大東中学校入学式 
◆　吉田小学校・吉田小学校民谷
分校入学式 

 
 
 

◆　　 三刀屋・吉田中学校 
　入学式 
◆　加茂幼児園入園式 
◆　三刀屋町内小学校入学式 

◆　御衣黄カップ（ソフトバレー） 
（アスパル／11：50～） 
◆　きすき桜まつりメイン行事 
（ＪＲ木次駅前～斐伊川堤防） 
◆　みとや城山まつり 
（城址公園～三刀屋川河川敷） 

◆　アジアンシアター「チルソク
の夏」 
（チェリヴァホール／①14：00～②19：00～） 
◆　おはなしタイム 
（雲南市なかよしホール／10：30～） 

◆　掛合酒蔵資料館オープン 
（10：00～） 
◆　掛合酒蔵資料館オープン
記念講演 
（掛合総合センター／11：00～） 
◆　両親学級（かもてらす／14：00～） 
◆　  精華女子高校吹奏楽部コンサート 
（ラメール／13：00～） 

◆　予防接種（ポリオ） 
（かもてらす／13：30～） 
◆　予防接種（ポリオ） 
（三刀屋健康福祉センター／13：30～） 
◆　交通事故巡回相談 
（出雲市役所／9：00～15：00） 
【問】交通事故相談所 
　 0852ー22ー5102 

◆　山陰ひとり旅TORE・2年目 
（チェリヴァホール／19：00～） 

◆　こっこランド 
（アスパル／14：15～） 
◆　第16回さくら名所100選認
定記念親善ゲートボール大会 
（木次町斐伊川河川敷コート／8：30～） 
◆　乳児健診 
［対象：木次・三刀屋・掛合・吉田］ 
（木次健康福祉センター／ 
受付：4か月13：00～、10か月14：00～） 

◆　つくしっ子広場 
（雲南市なかよしホール／10：00～） 
◆　赤ちゃん相談 
（大東健康福祉センター／9：30～） 
◆　サンサン教室 
（掛合公民館／9：30～） 
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加
茂
町
加
茂
中 

武
田
　
清 

さ
ん 

■
写
真
提
供 

編 

集
後
記 

　
加
茂
町
大
竹
山
に
あ
る
出
雲
観
音
霊
場
の
第
七
番
札
所

「
大
獄
山
光
明
寺
」。そ
の
境
内
に
あ
る
八
重
桜
は
、同
寺
に

あ
る
国
の
重
要
文
化
財
の
銅
鐘
に
ち
な
ん
で
、釣
鐘
桜
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
、４
月
中
旬
か
ら
見
頃
を
迎
え
ま
す
。 

光
明
寺
の 

　  

釣
鐘
桜 

た 

　
今
月
号
の
表
紙
は
桜
。
本
格
的
な
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
桜
の
開
花
と
と
も
に
、
市
内
各
地
の
花
見

ス
ポ
ッ
ト
に
は
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
、
雲
南
市

が
一
番
輝
く
時
期
を
迎
え
ま
す
。
青
空
に
映
え
る

桜
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
幻

想
的
な
情
景
に
映
る
夜
桜
に
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

市
内
に
あ
る
桜
の
中
に
は
、
樹
齢
80
年
以
上
の
桜

も
あ
り
、
そ
の
老
木
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
今
な
お
多
く
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
本
文
で
紹
介
し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
桜
の
植

樹
を
さ
れ
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。
桜
は
す
ぐ

に
多
く
の
花
が
咲
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

10
年
後
、
何
十
年
後
に
は
、
大
勢
の
人
が
訪
れ
る

新
し
い
ふ
る
さ
と
の
花
見
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。 

　
そ
し
て
、
桜
の
季
節
に
は
、
多
く
の
出
会
い
と

別
れ
が
あ
り
ま
す
。
旅
立
つ
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
出
に
映
る
桜
を
想
い
、
い
つ
か
ま
た

ぜ
ひ
ふ
る
さ
と
へ
帰
っ
て
き
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。 

つ
り 

が
ね 

ざ
く
ら 
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